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〔
要
約
】
　
イ
ン
ド
の
ア
イ
は
、
一
七
世
紀
前
半
に
毛
織
物
の
染
料
と
し
て
さ
か
ん
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
さ
れ
た
ま
さ
に
世
界
史
的
重
要
性
を
持
つ
商
品

で
あ
っ
た
が
、
従
来
の
諸
研
究
で
は
、
そ
の
生
産
と
流
通
の
諸
条
件
の
解
明
が
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
最
優
秀
ア
イ
の
産
地
た
る
バ
ヤ
ー

ナ
地
方
に
つ
い
て
、
O
諸
生
産
町
村
の
地
図
上
の
位
置
の
比
定
と
そ
の
歴
史
地
理
定
位
置
の
確
認
、
⇔
　
生
産
の
自
然
的
立
地
条
件
の
検
討
と
他
の
産

地
や
一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
ア
イ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
生
産
過
程
の
比
較
、
⇔
　
経
営
形
態
の
分
析
、
㈲
　
市
場
構
造
の
分
析
を
行
な

っ
た
。
そ
し
て
、
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
が
当
時
の
大
街
道
沿
い
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
生
産
過
程
は
当
時
と
し
て
最
も
労
働
集
約
的
で
、
か
つ
あ
る
程
慶
の
資

金
を
必
要
と
し
た
こ
と
、
生
産
農
民
の
中
に
は
富
裕
な
も
の
も
出
現
し
得
た
こ
と
、
同
地
方
の
ア
イ
産
業
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
市
場
町
を
中
心
と
す
る
五
つ

の
市
場
圏
が
あ
り
、
各
市
場
圏
は
郡
の
境
域
を
越
え
て
拡
大
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
は
郡
の
申
心
で
も
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
と

い
え
ど
も
や
は
り
ァ
イ
よ
り
穀
物
生
産
の
占
め
る
比
率
の
方
が
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
な
ど
を
強
調
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
三
巻
四
号
　
頗
九
八
○
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

ア
イ
は
、
イ
ン
デ
ィ
．
コ
の
名
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
古
来
イ
ン
ド
の
特
産
品
で
あ
っ
た
。
マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
や
一
五
、
一
六
世
紀
の
諸
記
録
に

も
イ
ン
ド
の
ア
イ
に
つ
い
て
の
言
及
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
っ
て
直
接
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
王
室
の
独
占
商
品
と
も
な
っ
た
。
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し
か
し
、
イ
ン
ド
の
ア
イ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
っ
て
最
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
ウ
た
の
は
、
一
六
世
紀
末
に
毛
織
物
の
染
料
と
し
て
大

曲
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
か
ら
で
、
一
七
世
紀
の
前
半
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
両
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
っ
て
盛
ん
に
輸
出
さ
れ
た
。
そ
の

意
味
で
、
イ
ン
ド
の
ア
イ
は
ま
さ
に
世
界
史
的
重
要
性
を
有
し
た
商
品
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ア
イ
は
当
時
イ
ン
ド
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
栽
培
さ
れ
た
が
、
特
に
北
イ
ン
ド
西
部
の
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
地
方
の
ア
フ
マ
ダ

ー
バ
ー
ド
市
の
北
西
一
〇
㎞
の
サ
ル
ケ
ー
ジ
（
ω
鶏
臣
Φ
噺
）
村
周
辺
や
、
一
時
ム
ガ
ル
帝
国
の
都
で
あ
っ
た
ア
ー
グ
ラ
市
の
北
九
〇
㎞
の
コ
イ
ル

（
図
。
出
今
日
の
ア
リ
ー
ガ
ル
）
や
一
五
〇
㎞
の
ク
ル
ジ
ャ
（
瞬
び
母
宣
）
の
周
辺
、
そ
し
て
就
中
、
ア
ー
グ
ラ
市
の
南
西
八
○
㎞
の
バ
ヤ
ー
ナ
（
b
d
p
－

愚
β
ρ
b
⇔
蜀
冨
）
周
辺
に
産
す
る
も
の
が
品
質
優
秀
で
あ
り
、
好
ん
で
海
外
へ
輸
出
さ
れ
た
。
コ
イ
ル
、
ク
ル
ジ
ャ
、
バ
ヤ
ー
ナ
の
ア
イ
は
、
以

前
か
ら
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
や
外
来
の
ム
ス
リ
ム
商
人
に
よ
っ
て
主
に
陸
路
イ
ラ
ン
か
ら
ア
レ
ッ
ポ
方
面
に
輸
出
さ
れ
、
そ
の
一
部
分
、
特
に
バ

ヤ
ー
ナ
の
ア
イ
は
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
も
渡
っ
て
い
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
進
出
後
は
海
港
に
近
い
サ
ル
ケ
ー
ジ
周
辺
の
ア
イ
が
、
バ
ヤ

ー
ナ
の
そ
れ
と
と
も
に
海
路
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
方
面
へ
輸
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
そ
し
て
蘭
蛇
身
東
イ
ン
ド
会
社
は

サ
ル
ケ
ー
ジ
や
バ
ヤ
ー
ナ
の
ア
イ
の
最
大
の
買
付
け
商
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
サ
ル
ケ
ー
ジ
や
バ
ヤ
ー
ナ
の
ア
イ
に
つ
い
て
は
当
時
の
史
料
も
多
く
、
研
究
も
多
い
。
特
に
注
観
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
W
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

H
・
モ
ア
ラ
ン
ド
、
松
井
透
、
1
・
ハ
ビ
ー
プ
、
J
・
N
・
サ
ル
カ
ー
ル
、
H
・
K
・
ナ
ク
ヴ
ィ
等
の
研
究
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
お

い
て
、
ア
イ
の
貿
易
量
、
生
産
量
、
ア
イ
価
格
の
変
動
、
ア
イ
生
産
と
国
家
権
力
と
の
関
係
、
生
産
過
程
と
経
営
形
態
な
ど
の
諸
側
面
に
渡
っ

て
理
解
が
深
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
し
か
し
、
以
上
の
諸
研
究
は
、
い
ま
だ
ア
イ
生
産
を
当
時
の
諸
産
地
の
生
産
の
た
め
の
諸
条
件
と
の
関
係
の
中
で
理
解
す
る
と
い
う
点
で
十

分
で
な
い
と
私
は
考
え
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
、
最
も
優
秀
な
ア
イ
の
産
地
と
さ
れ
る
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
を
例
に
と
っ
て
、
以
下
の
検
討
を
行

な
い
た
い
。

　
　
e
　
生
産
地
帯
の
地
理
的
位
置
の
確
認
。
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一七世紀北インドにおけるアイの生産と流通（長島）

　
　
⇔
生
産
の
自
然
的
立
地
条
件
の
検
討
と
、
他
の
産
地
や
一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
ア
イ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
生
産
過
程

　
　
　
の
比
較
。

　
　
⇔
　
経
営
形
態
の
分
析
。

　
　
⑳
　
市
場
構
造
の
検
討
。

　
こ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
最
も
依
拠
す
る
史
料
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
の
『
報
告
書

（
豊
国
鳩
∀
肘
O
や
四
恥
覧
唖
＆
9
⇔
蝋
帖
恥
）
』
で
あ
る
。
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
は
、
一
六
二
一
年
初
頭
か
ら
一
六
二
七
年
末
ま
で
ア
ー
グ
ラ
の
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
商

館
に
勤
務
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
間
の
彼
の
才
能
と
努
力
に
よ
り
、
こ
の
地
域
で
の
オ
ラ
ン
ダ
の
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
優
位
は
決
定
的
な
も
の

と
な
っ
た
と
い
う
。
彼
は
ア
ー
グ
ラ
地
域
で
話
さ
れ
る
言
語
を
理
解
し
、
バ
ヤ
ー
ナ
周
辺
の
ア
イ
作
地
帯
を
定
期
的
に
訪
問
し
て
い
る
。
　
『
報

告
書
』
は
＝
ハ
ニ
六
年
に
書
か
れ
た
会
社
へ
の
商
業
報
告
で
、
バ
ヤ
ー
ナ
周
辺
の
ア
イ
生
産
に
関
し
て
は
現
存
の
最
も
詳
細
な
史
料
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
お
、
本
稿
は
同
時
代
の
一
写
本
を
モ
ア
ラ
ン
ド
と
P
・
ガ
イ
ル
が
英
訳
し
た
も
の
に
依
拠
し
て
い
る
。

　
　
　
宅
．
誠
■
護
O
吋
Φ
貯
5
α
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
㊤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冥
餌

①
　
　
　
　
　
　
　
　
櫨
寧
。
ミ
鼠
ぎ
ミ
8
』
謡
§
“
曝
題
黛
U
o
巳
。
戸
一
露
。
。
噂
蛍
話
伴

　
H
民
一
雪
国
象
餓
。
詳
属
⑦
毛
U
巴
ゴ
抄
お
誌
噛
℃
や
δ
刈
1
に
◎
。
讐
届
㊤
占
①
《
特
翁
§
お
・

　
松
井
透
「
一
九
世
紀
イ
ン
ド
の
ア
イ
産
技
術
に
つ
い
て
」
（
『
青
山
経
済
論
集
』
第

　
一
〇
巻
、
一
、
二
合
併
号
、
一
九
五
八
年
、
六
三
－
九
〇
頁
。
以
下
、
本
論
文
を

　
第
一
論
文
と
略
記
す
る
）
。
同
コ
七
世
紀
イ
ン
ド
の
ア
イ
産
と
政
治
権
衡
ー
イ

　
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
史
料
の
一
検
討
一
」
（
『
南
方
史
研
究
』
1
、
一
九
五
九

　
年
、
三
七
－
五
五
頁
。
以
下
、
第
二
論
文
と
略
記
）
。
同
．
鵠
筈
一
σ
噛
同
着
蕊
§
炉

　
夢
§
ミ
ミ
憲
馬
聴
ミ
冒
ミ
。
（
嶺
α
？
嵩
O
刈
Y
り
。
巳
o
P
お
α
ρ
唱
や
島
ム
鳥
”

一
　
生
　
産
　
地
域

　
．
鳶
あ
P
憾
会
議
蚕
（
以
下
、
鼠
舞
§
画
§
い
魯
§
§
と
略
記
）
冒
σ
q
巳
。
。
び

　
墨
《
雪
の
曽
冨
『
噛
9
自
ミ
a
画
朽
野
§
§
§
鰹
腎
§
寒
“
恥
ぎ
N
奪
ミ
3
客
Φ
護

　
U
⑦
一
叢
噛
ド
㊤
誤
”
℃
や
漏
。
。
1
卜
。
O
ω
．
寓
’
蜜
噛
属
僻
ρ
〈
押
§
§
轡
9
ミ
日
量
§
“
・
職
さ
穿

　
糺
誤
ミ
＄
慧
§
特
ミ
、
穿
下
ミ
（
窃
ま
占
。
。
O
ω
）
曽
し
d
o
ヨ
げ
超
層
H
8
G
。
℃
℃
狽
G
n
や
8
．

②
膚
寒
コ
。
溢
8
℃
巴
ω
器
芦
．
肉
§
馬
。
蕊
壁
§
§
噂
．
ρ
δ
b
。
ρ
葺
≦
．
碍
窯
。
器
げ
a

　
零
α
男
O
⑦
覧
旨
煮
ぎ
壽
鷺
喚
．
恥
穿
§
3
0
帥
ヨ
訂
ご
σ
q
ρ
目
8
α
讐
H
巳
一
p
ロ
国
色
三
〇
P

U
巴
耳
お
刈
b
。
．
（
以
下
℃
霧
器
洋
と
略
記
）

バ
ヤ
ー
ナ
周
辺
に
お
け
る
ア
イ
生
産
の
諸
条
件
と
市
場
構
造
を
十
分
に
理
解
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
論
の
展
開
の
た
め
の
便
宜
上
か
ら
も
、

33 （529）



ま
ず
同
地
方
に
お
け
る
ア
イ
生
産
町
村
の
地
理
上
の
位
置
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
十
分
な
研
究
が
行
な
れ
わ
て
お

ら
ず
、
若
干
の
誤
解
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
え
て
検
討
す
る
だ
け
の
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
幸
い
、
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
が
五
六
村
と
い
う
、
多
く
の
村
名
を
あ
げ
て
、
そ
れ
ら
を
五
つ
の
中
心
的
な
市
場
町
と
思
わ
れ
る
地
名
の
も
と
に
五

　
　
　
　
　
①

分
類
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
の
諸
資
料
を
参
考
に
し
て
、
そ
れ
ら
の
地
名
と
地
図
上
の
位
置
を
確
認
し
て
、
そ
の
結
果
を
表
1
お
よ
び
地
図

互
に
ま
と
め
て
み
た
。

　
〇
　
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に
書
か
れ
た
『
東
部
ラ
ー
ジ
プ
タ
ー
ナ
地
誌
』
一
こ
れ
に
は
多
く
の
地
誌
的
情
報
と
村
名
一
覧
表
が
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
②

詳
細
な
地
図
は
な
い
。

　
⇔
　
一
九
一
六
年
～
二
四
年
の
調
査
に
も
と
つ
く
二
十
五
万
分
の
一
地
方
図
と
山
高
万
五
千
分
の
」
地
方
図
1
こ
れ
に
は
主
な
村
名
し
か

　
　
　
　
　
　
　
③

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　
⇔
　
一
九
六
一
年
セ
ン
サ
ス
の
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ソ
州
『
セ
ン
サ
ス
・
ア
ト
ラ
ス
』
一
こ
れ
に
は
全
村
の
境
域
を
示
し
た
地
図
が
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

概
略
図
に
す
ぎ
ず
村
女
の
位
置
関
係
が
や
や
不
正
確
で
あ
る
。

　
地
図
一
で
は
、
⇔
に
無
い
村
々
に
つ
い
て
は
臼
を
参
照
し
て
、
そ
の
お
お
よ
そ
の
位
置
を
示
し
た
。
以
上
に
よ
っ
て
も
比
定
で
き
な
い
地
名

も
若
干
残
っ
た
が
、
当
時
の
記
録
と
し
て
は
比
較
的
よ
く
確
認
で
き
た
方
だ
と
　
＝
口
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
の
記
述
の
正
確
さ
を

裏
づ
け
る
と
同
時
に
、
各
村
の
歴
史
の
長
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
は
、
当
時
ム
ガ
ル
帝
国
ア
ー
グ
ラ
州
の
西
端
に
所
属
し
て
い
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
一
入
世
紀
中
に
ジ
ャ
ー
ト
勢
力
の
樹
立

し
た
パ
ー
ラ
ト
プ
ル
王
国
の
所
属
と
な
り
、
現
在
は
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州
バ
ー
ラ
ト
プ
ル
県
（
∪
帥
ω
9
。
け
）
の
諸
郡
（
↓
窪
巴
）
に
所
属
し
て

い
る
。
残
り
は
西
隣
の
ア
ル
ワ
ル
、
サ
ワ
イ
・
マ
ド
プ
ル
両
県
と
東
隣
の
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
州
ア
ー
グ
ラ
県
に
所
属
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
あ
る
い
は
む
し
ろ
彼
の
写
字
生
の
誤
り
を
二
、
三
指
摘
し
て
お
こ
う
。
彼
は
、
カ
ー
ヌ
ア
を
バ
ヤ
ー
ナ
の
西
一
〇
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ス
（
一
コ
ス
は
約
ニ
マ
イ
ル
ー
1
三
．
二
㎞
）
と
し
て
い
る
が
、
モ
ア
ラ
ン
ド
の
示
唆
す
る
如
く
、
東
一
Q
コ
ス
の
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
東
一
〇
コ
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巳
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＜
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N
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9
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マ
§
切
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マ
§
σ
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一

e
　
℃
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ぱ
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撮
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一七世：紀北インドにおけるアイの生産と流通（長島）

ス
と
さ
れ
た
切
器
ω
○
鐸
≦
霞
を
、
モ
ア
ラ
ン
ド
は
東
二
〇
マ
イ
ル
の
パ
セ
リ
（
切
霧
Φ
誌
）
か
も
し
れ
な
い
、
と
し
、
サ
ル
カ
ー
ル
も
そ
の
比
定
を

　
　
　
　
　
　
⑥

踏
襲
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
東
で
は
な
く
西
一
〇
コ
ス
の
バ
サ
ー
ワ
ル
と
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
よ
り
二
一
〇
〇
年
前
に
、

バ
ー
ブ
ル
が
、
ト
ダ
・
ビ
ム
か
ら
ソ
ン
カ
ル
を
経
て
バ
サ
ー
ワ
ル
付
近
へ
進
み
、
パ
ヤ
ー
ナ
を
訪
問
後
ス
ィ
ー
ク
リ
（
後
の
フ
ァ
テ
プ
ル
）
を
経

て
ア
ー
グ
ラ
に
帰
還
し
て
い
鷺
・
以
上
か
ら
も
バ
サ
占
ル
は
バ
ヤ
ー
ナ
の
西
方
に
あ
り
・
パ
セ
リ
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
・

　
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
が
各
村
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
距
離
は
、
モ
ア
ラ
ン
ド
の
示
唆
の
ご
と
く
、
中
心
の
市
場
町
か
ら
の
距
離
で
あ
る
。
た
だ
し
、

当
時
の
交
通
網
が
不
明
な
た
め
そ
れ
ら
が
ど
の
程
度
正
確
か
は
い
え
な
い
が
、
大
体
の
位
置
の
推
定
に
は
役
立
つ
。
し
か
し
、
バ
ヤ
ー
ナ
ー
ニ

ベ
ラ
間
七
コ
ス
は
実
際
に
は
五
・
五
コ
ス
程
で
あ
り
、
バ
ヤ
ー
ナ
ー
ナ
ー
ド
バ
イ
間
一
〇
コ
ス
は
実
際
は
直
線
距
離
で
も
三
六
㎞
（
＝
コ
ス
）

あ
る
な
ど
、
誤
記
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
か
な
り
の
例
か
ら
推
し
て
、
彼
の
用
い
る
コ
ス
は
ニ
マ
イ
ル
で
は
な
く
、
二
・
五
マ
イ
ル
に
近
か
っ

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
の
記
す
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
の
ア
イ
生
産
地
に
つ
い
て
、
当
時
の
他
の
史
料
が
ど
れ
だ
け
裏
づ
け
て
い
る
か
見
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
彼
に
次
い
で
詳
し
く
、
時
に
は
彼
よ
り
生
々
し
た
記
録
を
残
し
て
い
る
の
が
、
英
東
イ
ン
ド
会
社
の
ア
ー
グ
ラ
商
館
員
W
・
フ
ィ
ソ

チ
で
あ
る
。
彼
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
若
干
紹
介
し
て
み
た
い
。
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彼
は
一
六
一
〇
年
一
一
月
一
日
、
バ
ヤ
ー
ナ
ヘ
ア
イ
の
買
付
け
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
晩
は
メ
ン
バ
プ
ル
（
二
二
げ
毛
。
。
お
ア
ー
グ

ラ
か
ら
七
コ
ス
。
嵐
巨
自
猷
唱
霞
ρ
に
比
定
さ
れ
て
い
る
）
の
大
き
な
キ
ャ
ラ
ヴ
ァ
ン
サ
ラ
イ
に
宿
泊
。
翌
日
フ
ァ
テ
プ
ル
（
聞
①
江
唱
。
屋
七
コ
ス
）
を
経

て
カ
ー
ヌ
ア
（
O
即
自
。
毛
ρ
四
コ
ス
）
泊
。
　
フ
ァ
テ
プ
ル
は
ア
ク
バ
ル
が
建
設
後
ま
も
な
く
放
棄
し
た
都
城
の
跡
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
彼
は
、

そ
の
跡
の
荒
廃
し
た
様
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
「
そ
の
（
市
内
の
）
土
地
の
多
く
は
園
地
く
σ
q
錠
α
象
）
に
変
え
ら
れ
、
多
く
は
ア
イ
や
他
の
穀
物
が

植
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
立
っ
た
人
は
自
分
が
都
市
の
真
ん
中
に
い
る
と
は
ほ
と
ん
ど
思
わ
な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
又
、

カ
ー
ヌ
ア
に
つ
い
て
、
「
小
さ
な
田
舎
町
で
あ
り
、
そ
の
周
囲
で
大
変
良
い
ア
イ
が
生
産
さ
れ
る
」
「
年
間
五
〇
〇
マ
ウ
ン
ド
生
産
す
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
彼
は
当
時
の
主
街
道
（
後
述
）
を
そ
れ
て
ウ
ッ
チ
ェ
ン
（
○
き
冨
ロ
三
コ
ス
）
へ
行
き
一
一
月
二
二
日
ま
で
滞
在
し
た
。
そ

の
間
ア
イ
の
買
付
け
に
従
事
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
彼
は
「
ウ
ッ
チ
ェ
ン
は
大
変
立
派
に
み
え
る
。
バ
ヤ
ー
ナ
以
外
の
ど
の
町
も
こ
れ
に
比

す
べ
く
も
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
が
…
様
に
村
と
し
て
い
た
も
の
の
中
に
も
、
フ
ィ
ン
チ
の
目
か
ら
み
れ

ば
町
と
さ
れ
る
も
の
が
か
な
り
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
の
諸
記
録
に
お
け
る
村
や
町
の
語
の
用
法
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
フ
ィ
ン
チ
は
翌
二
三
日
、
ク
ソ
デ
ル
（
o
霞
α
①
器
六
コ
ス
）
へ
移
り
二
八
日
ま
で
滞
在
し
た
。
や
は
り
ア
イ
の
買
付
け
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
村
は
「
不
正
直
な
不
潔
な
村
（
男
臼
2
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
ピ
チ
ュ
ナ
（
b
d
8
ぎ
冨
四
コ
ス
）
へ
「
戻
っ
た
。
」

「
戻
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
バ
ヤ
ー
ナ
へ
行
く
方
角
か
ら
見
れ
ば
反
対
方
向
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
ア
イ
の
買
付
け
に
従
事
し
た
筈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

で
、
彼
が
バ
ヤ
ー
ナ
へ
行
っ
た
の
は
一
二
月
二
〇
日
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
バ
ヤ
ー
ナ
へ
の
道
の
両
側
に
は
畑
（
ゆ
O
冠
）
が
広
が
っ
て
い
た
。

彼
の
パ
ヤ
ー
ナ
に
つ
い
て
の
記
述
は
後
に
み
よ
う
。

　
次
に
、
同
じ
く
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ー
グ
ラ
商
館
員
P
・
マ
ン
デ
イ
は
一
六
三
〇
年
代
は
じ
め
に
、
　
「
ア
ー
グ
ラ
の
周
辺
四
〇
、
三
〇
、
二
〇
、

一
五
コ
ス
の
と
こ
ろ
に
、
ア
イ
を
栽
培
し
製
造
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
町
（
円
。
毒
①
。
。
）
が
あ
る
。
た
と
え
ば
ヒ
ン
ダ
ウ
ン
（
田
巳
玉
器
）
、
バ
ヤ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ナ
、
ピ
チ
ュ
ナ
（
℃
ρ
昌
O
げ
O
O
昌
伊
）
、
バ
サ
ー
ワ
ル
（
じ
づ
器
冨
く
◎
じ
、
カ
ー
ヌ
ア
（
O
。
琶
。
屯
畠
）
な
ど
」
と
述
べ
て
い
る
。
J
・
ジ
ュ
ル
デ
…
ン
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

バ
ヤ
ー
ナ
の
他
に
、
パ
ラ
マ
バ
ー
ド
（
娼
h
巨
昏
巴
か
な
り
の
町
）
で
「
沢
山
の
ア
イ
が
製
造
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
J
－
B
・
タ
ヴ
ェ
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⑪

ル
遺
制
も
バ
ヤ
ー
ナ
の
他
に
ヒ
ン
ダ
ウ
ン
を
あ
げ
て
い
る
。
ヒ
ン
ダ
ウ
ン
の
ア
イ
商
人
の
こ
と
は
英
商
館
員
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て

　
⑫い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
周
知
の
如
く
、
　
『
ア
ー
イ
ー
ネ
・
ア
ク
パ
リ
ー
』
の
著
老
ア
ブ
ル
・
フ
ァ
ズ
ル
も
バ
ヤ
ー
ナ
の
「
立
派
な
ア
イ
」
に
言
及

　
　
　
⑬

し
て
い
る
。

　
さ
て
、
地
図
1
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
ア
イ
の
生
産
地
域
は
、
ア
ー
グ
ラ
の
西
南
約
八
○
㎞
の
バ
ヤ
ー
ナ
を
中
心
に
、
半
径
五
五
㎞
の

半
円
内
に
ほ
ぼ
収
ま
っ
て
い
る
。
八
○
㎞
と
い
え
ば
京
都
か
ら
神
戸
、
関
ケ
原
、
綾
部
あ
た
り
ま
で
の
距
離
で
あ
り
、
畿
内
と
い
う
に
は
若
干

遠
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
三
日
行
程
の
と
こ
ろ
で
、
ア
ー
グ
ラ
と
経
済
的
に
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
蘭
英

両
国
商
館
員
や
ア
ル
メ
ニ
ア
人
な
ど
は
ア
ー
グ
ラ
か
ら
当
地
方
ヘ
ア
イ
の
買
付
け
に
や
っ
て
き
て
い
た
し
、
ア
ー
グ
ラ
か
ら
織
物
類
な
ど
と
共

に
北
の
ラ
ホ
ー
ル
や
西
海
岸
の
ス
ー
ラ
ト
へ
運
ば
れ
、
さ
ら
に
諸
外
国
へ
輸
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ー
グ
ラ
や
フ
ア
テ
プ
ル
の
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ペ
ッ
ト
産
業
と
ア
イ
と
の
関
係
も
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
A
フ
ァ
テ
プ
ル
、
カ
ー
ヌ
ア
、
バ
ヤ
ー
ナ
、
ヒ
ソ
ダ
ウ
ン
、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
プ
ル
な
ど
か
な
り
の
数
の
町
村
が
、
ア
ー
グ
ラ
か
ら
ス
ー
ラ

ト
（
当
時
西
海
岸
最
大
の
貿
易
港
）
へ
至
る
工
大
街
道
の
う
ち
の
北
道
、
す
な
わ
ち
ア
ー
グ
ラ
か
ら
ア
フ
マ
ダ
ー
バ
ー
ド
（
織
物
の
産
地
）
を
経
て
ス
ー

ラ
ト
に
至
る
街
道
沿
い
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の
地
方
の
ア
イ
生
産
を
う
な
が
し
た
一
要
因
と
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
先
に
言
及
し
た
マ
ソ
デ
イ
は
、
一
六
三
二
年
二
月
に
、
大
量
の
ア
イ
や
硝
石
を
積
載
し
た
二
六
八
頭
の
ら
く
だ
と
一
〇
九
輌
の
牛
車
、
一
七

〇
人
の
護
衛
か
ら
な
る
英
東
イ
ン
ド
会
社
の
隊
商
の
監
督
と
し
て
ア
ー
グ
ラ
か
ら
ス
ー
ラ
ト
に
舞
っ
た
。
そ
の
晩
は
フ
ァ
テ
プ
ル
泊
。
翌
日
は

カ
ー
ヌ
ア
を
経
て
ニ
ベ
ラ
（
堵
8
亘
び
同
鎚
）
泊
。
な
お
、
彼
は
カ
ー
ヌ
ア
か
ら
三
コ
ス
の
と
こ
ろ
に
ル
ー
プ
バ
ー
ス
（
菊
唇
び
器
）
が
あ
り
、
ア
ー

グ
ラ
の
城
壁
な
ど
の
材
料
で
あ
る
赤
砂
岩
の
産
地
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
さ
て
、
翌
々
臼
、
ニ
ベ
ラ
を
発
し
て
バ
ヤ
ー
ナ
泊
。
翌
々
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

同
地
を
出
発
し
て
ス
ィ
カ
ン
ダ
ラ
ー
バ
ー
ド
を
経
て
ス
ロ
ト
（
ω
0
8
叶
）
泊
。
そ
し
て
そ
の
翌
日
は
ヒ
ソ
ダ
ウ
ソ
に
泊
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

大
部
隊
で
あ
り
、
キ
ャ
ラ
ヴ
ァ
ソ
サ
ラ
イ
泊
で
は
な
く
、
テ
ン
ト
を
張
っ
て
野
宿
を
続
け
る
旅
で
あ
っ
た
が
。
ジ
ュ
ル
デ
ー
ン
も
フ
ブ
テ
プ
ル
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

バ
ラ
マ
パ
ー
ド
、
ス
ィ
ヵ
ン
ダ
ラ
ー
バ
ー
ド
（
か
な
り
の
村
）
、
ヒ
ン
ダ
ゥ
ン
で
そ
れ
ぞ
れ
一
泊
し
て
ス
ー
ラ
ト
へ
向
っ
て
い
る
。
タ
ヴ
ェ
ル
ニ
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⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

エ
も
、
フ
ァ
テ
プ
ル
、
バ
ヤ
ー
ナ
、
ヒ
ソ
ダ
ゥ
ソ
を
あ
げ
て
い
る
。
バ
ヤ
ー
ナ
に
は
工
軒
の
キ
ャ
ラ
ヴ
ァ
ソ
サ
ラ
イ
が
あ
り
、
ヒ
ン
ダ
ゥ
ソ
な

ど
も
宿
場
町
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
更
に
、
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
は
西
方
の
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
か
ら
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
タ
ー
ソ
平
原
へ
出
る
出
口
に
あ
た
る
軍
事
上
の
要
衝
で
あ
っ
た
。

バ
ヤ
ー
ナ
の
町
は
北
東
か
ら
南
西
に
走
る
二
つ
の
丘
陵
に
狭
ま
れ
た
小
さ
な
平
野
の
中
の
高
台
上
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
北
へ
は
平
野

　
　
　
　
　
⑲

が
開
け
て
い
る
。
ア
ブ
ル
・
フ
ァ
ズ
ル
は
「
以
前
ア
ー
グ
ラ
は
バ
ヤ
ー
ナ
（
入
獄
舜
げ
）
に
属
す
る
村
で
あ
っ
た
」
　
「
バ
ヤ
ー
ナ
は
以
前
は
溶
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
都
市
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
六
一
〇
年
頃
の
バ
ヤ
ー
ナ
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ソ
チ
は
「
こ
の
都
市
は
大
き
く
立
派
で
あ
っ
た
が
、
今

で
は
二
軒
の
サ
ラ
イ
と
一
つ
の
細
長
い
バ
ー
ザ
ー
ル
と
若
千
の
瀕
死
の
家
々
を
除
け
ば
、
壊
滅
状
態
に
あ
る
。
多
く
の
立
派
な
家
々
が
倒
壌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
、
又
、
多
く
の
家
が
（
盗
賊
以
外
は
）
人
が
住
ま
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
多
く
の
通
り
が
全
く
見
る
影
も
無
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
、
蘭
英
両
国
の
本
格
的
進
出
直
前
の
バ
ヤ
ー
ナ
の
不
振
ぶ
り
と
と
も
に
、
以
前
大
都
市
で
あ
っ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
町

の
南
四
・
五
㎞
の
ス
ィ
カ
ン
ダ
ラ
ー
バ
ー
ド
（
現
在
の
ス
ィ
カ
ン
ド
ラ
）
は
、
マ
ン
デ
イ
に
よ
れ
ば
、
ム
ガ
ル
朝
に
よ
っ
て
滅
亡
さ
せ
ら
れ
た
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

デ
ィ
ー
朝
の
ス
ル
タ
ー
ソ
・
ス
ィ
カ
ソ
ダ
ル
・
シ
ャ
ー
（
在
位
一
四
八
九
－
一
五
一
七
）
の
一
時
の
都
で
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
カ
ー
ヌ
ア
は

ム
ガ
ル
朝
の
創
始
者
バ
ー
ブ
ル
と
ラ
ー
ジ
プ
ー
ト
族
中
彼
の
最
強
の
敵
で
あ
っ
た
ラ
ー
ナ
ー
・
サ
ソ
ガ
と
の
決
戦
場
で
あ
っ
た
。

　
パ
ヤ
ー
ナ
の
ア
イ
生
産
が
い
っ
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
あ
る
い
は
バ
ヤ
ー
ナ
が
こ
の
よ
う
に
政
治
的
都
市
（
消

費
都
市
）
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
表
1
の
五
市
場
町
は
い
ず
れ
も
当
時
の
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
（
二
二
σ
q
鶏
9
）
の

中
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
第
四
章
に
お
い
て
検
討
し
た
い
。

　
以
上
で
、
ア
イ
生
産
地
の
歴
史
地
理
的
位
置
に
つ
い
て
の
考
察
を
終
え
、
次
章
で
は
ア
イ
の
生
産
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
た
だ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

生
産
過
程
自
体
に
つ
い
て
当
時
の
諸
史
料
か
ら
復
元
・
総
合
す
る
試
み
は
サ
ル
カ
ー
ル
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
主

に
ア
イ
生
産
と
こ
の
地
域
の
自
然
条
件
と
の
か
か
わ
り
を
見
、
ま
た
一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
ベ
ン
ガ
ル
や
ビ
ハ
ー
ル
で
の
ア
イ
・
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
比
較
一
松
井
透
の
研
究
に
も
依
拠
し
て
一
を
通
し
て
、
生
産
技
術
上
の
諸
毒
茸
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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①
℃
o
♂
器
昼
や
翼

②
　
蜜
a
曾
目
■
国
。
U
養
田
（
？
切
8
0
H
（
旨
9
詳
鼠
O
§
馬
馬
鳶
ミ
ミ
野
無
ミ
遷
肉
§
ミ
宇

　
蟻
ミ
噂
8
§
特
篭
魯
磯
馬
ぎ
冬
馬
画
暑
9
ミ
跨
旦
切
ぎ
ミ
嘗
ミ
”
寒
。
奪
ミ
、
層
．
馳
閑
宇

　
ミ
ミ
酬
ど
ヨ
。
斜
出
版
年
不
詳
。
一
九
〇
一
年
セ
ン
サ
ス
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、

　
一
九
一
〇
年
頃
ま
で
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
以
下
、
O
局
閃
と
略

　
記
）
。

③
　
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
『
二
十
五
万
分
一
図
印
度
』
累
p
綬
〉
噛
国
・
昭
和
一

　
七
年
。
　
「
備
考
」
に
「
本
図
ハ
一
九
二
四
年
印
度
測
量
局
調
整
二
十
五
万
三
千
四

　
百
四
十
分
一
多
色
刷
図
ヲ
ニ
十
五
万
分
一
二
伸
写
シ
四
色
二
応
急
複
製
セ
ル
モ
ノ

　
ナ
リ
」
と
あ
り
、
　
「
秘
」
と
さ
れ
て
い
る
。
同
『
十
二
万
五
千
分
一
図
印
度
』

ヨ
較
量
”
鄭
い
穿
㌧
昭
和
毛
年
。
・
れ
に
は
二
九
二
四
年
印
度

　
罰
測
且
雌
局
調
整
十
二
万
六
千
・
七
胃
口
二
十
分
一
多
触
巴
刷
…
図
ヲ
十
・
二
万
五
千
分
一
二
伸
写

　
シ
五
色
二
応
急
複
製
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
り
、
　
「
秘
」
と
さ
れ
て
い
る
。

④
　
G
§
象
跳
ミ
さ
ミ
ミ
遣
q
ト
〈
O
轡
メ
H
く
．
図
a
霧
叶
げ
㊤
P
勺
胃
紳
H
×
－
鋭
O
§
象
誘

　
鼠
鶏
§
層
げ
団
ρ
o
り
亀
O
露
も
峠
2
お
①
メ
℃
や
二
似
一
身
り
’

⑤
　
娼
。
｝
ω
帥
霞
戸
℃
■
謀
節
戸
サ
ル
カ
ー
ル
は
「
西
」
と
し
て
い
る
。
い
宕
■
ω
㊤
ワ

　
H
（
舞
匂
。
賢
職
鮎
■
層
や
H
ω
P

⑥
℃
o
『
p
。
昌
や
罐
卿
戸
寧
堵
ω
p
同
H
（
貰
。
特
ミ
．
”
℃
．
お
り
■

⑦
鋭
ω
。
b
δ
Φ
〈
窪
銘
σ
Q
ρ
（
O
α
．
）
■
§
馬
切
尋
ミ
点
§
§
U
。
置
。
昌
侮
白
。
鼠
8
レ
8
伊

　
国
①
箕
ぎ
汁
Φ
P
り
。
嵩
鳥
o
P
δ
刈
一
悔
h
9
ω
。
認
『
σ
占
鱒
Q
◎
ぴ
…
団
昌
σ
q
一
圃
ω
げ
霞
●
げ
団
〉
’
ω
．

　
b
ご
①
く
。
ユ
α
α
q
ρ
い
。
コ
山
。
μ
お
b
o
封
国
Φ
℃
同
ぎ
富
9
累
。
箋
U
巴
ぼ
”
δ
刈
ρ
や
α
◎
。
H
．

⑧
≦
．
閃
。
ω
3
お
（
o
P
）
り
財
ミ
ミ
§
§
ミ
恥
§
罫
ミ
斜
（
賦
％
魎
農
黛
℃
）
層
U
o
鼠
。
戸

　
お
ト
。
N
竈
■
建
。
。
占
㎝
ピ
（
以
下
、
肉
ミ
ミ
ぎ
聲
ミ
偽
と
略
記
）

⑨
℃
①
3
円
竃
§
α
メ
§
§
ミ
勲
く
。
ド
囲
H
冒
“
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ま
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義
悟
℃
℃
・
ω
O
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凸
O
恥
・
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よ
。

　
ア
フ
マ
ダ
ー
バ
ー
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両
替
商
も
ヒ
ソ
ダ
ウ
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け
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い
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国
男
㎏
q
へ
鉱
」
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9
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⑦
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二
　
生
産
　
過
　
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
栽
培
過
程
　
　
我
国
の
蓼
科
の
ア
イ
と
は
異
な
り
、
イ
ン
ド
の
ア
イ
は
豆
科
に
属
し
て
い
た
（
ぎ
象
α
Q
o
富
雷
の
一
種
）
が
、
こ
の
地
方
で
は
「
四

月
か
ら
六
月
ま
で
畑
は
堅
く
乾
燥
し
、
ま
た
暑
気
の
た
め
に
落
第
や
播
種
に
適
さ
な
い
」
の
で
、
六
月
の
は
じ
め
、
雨
季
の
は
じ
ま
り
を
告
げ

る
一
雨
を
得
て
躍
起
と
播
種
を
行
な
っ
た
。
壷
中
か
条
播
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
生
育
途
中
で
の
除
草
の
必
要
か
ら
み
て
厚
播
で
は
な
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
一
ビ
ー
ガ
（
こ
の
場
舎
一
六
ア
ー
ル
）
当
り
、
　
一
四
～
一
五
ポ
ン
ド
の
種
を
蒔
く
と
い
う
。
さ
て
、
適
量
の
降
雨
が
あ
れ

ば
、
四
ヵ
月
程
経
て
ア
イ
の
木
が
七
〇
㎝
ほ
ど
に
生
長
し
た
と
こ
ろ
で
九
月
末
か
一
〇
月
は
じ
め
に
根
元
か
ら
一
〇
㎝
位
の
と
こ
ろ
で
刈
取
っ

た
。
そ
の
間
雑
草
が
繁
茂
す
る
と
ア
イ
の
豊
作
の
前
兆
で
あ
っ
た
が
、
ア
イ
の
根
を
い
た
め
て
、
ア
イ
の
生
育
を
お
く
ら
せ
る
の
を
防
ぐ
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
「
経
費
の
か
か
る
」
（
Φ
老
窪
巴
く
①
）
除
草
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
以
上
の
栽
培
過
程
は
一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
高
度
に
商
業
化
さ
れ
た
ア
イ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
そ
れ
と
基
本
的
に
大
き
な
栢

違
は
な
い
が
、
　
一
七
世
紀
の
場
合
の
一
つ
の
特
徴
は
、
　
一
年
目
の
刈
取
り
後
の
刈
株
か
ら
出
る
新
芽
（
同
ρ
酔
O
O
μ
）
を
生
育
さ
せ
二
年
目
の
木
と

す
る
点
に
あ
っ
た
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
諸
史
料
の
記
述
に
は
互
い
に
矛
盾
し
た
点
が
あ
り
、
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
の
記
述
自
体
に
も
矛
盾
が
あ
る
。
彼
は
、
一
年
図

の
木
を
ナ
ウ
テ
ィ
、
二
年
目
の
木
を
ジ
ャ
リ
ー
と
す
る
。
ジ
ャ
リ
ー
木
が
三
五
㎝
セ
ン
チ
程
に
成
長
し
た
時
に
ナ
ウ
テ
ィ
木
の
時
と
同
じ
方
法

で
刈
取
る
。
雨
が
十
分
で
あ
れ
ば
、
ジ
ャ
リ
ー
木
が
大
い
に
繁
茂
し
、
八
月
初
頭
、
九
月
初
頭
、
九
月
末
か
ら
一
〇
月
初
頭
の
三
度
の
刈
取
り

が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
普
通
は
二
度
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
の
記
述
か
ら
推
量
す
る
に
、
実
際
は
こ
の
二
年
扇
の
一
度
目
の
木

と
収
穫
を
ジ
ャ
リ
：
、
二
度
目
の
そ
れ
を
カ
テ
ル
と
人
々
は
呼
ん
で
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
ア
イ
の
品
質
は
上
か
ら
ジ
ャ
リ
ー
、
ナ
ウ
テ
ィ
、
カ
テ
ル
の
順
で
、
カ
テ
ル
は
粗
悪
で
価
格
も
半
額
で
、
刈
取
ら
れ
ず
に
翌
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

種
子
を
取
る
た
め
に
放
置
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
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一七世紀北インドにおけるアイの生産と流通（長島）

　
以
上
の
よ
う
な
一
本
の
木
か
ら
工
年
間
に
三
度
刈
取
る
方
法
は
、
一
九
世
紀
に
も
イ
ン
ド
人
に
よ
る
在
来
の
方
法
と
し
て
残
っ
て
は
い
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ア
イ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
採
算
が
あ
わ
な
い
と
し
て
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
ナ
ウ
テ
イ
よ
り
優
秀
な
二
年
目
の
ジ
ャ
リ
ー
が

一
九
世
紀
に
栽
培
さ
れ
な
く
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
ハ
ビ
ー
プ
は
、
水
路
灌
瀧
の
も
と
で
は
、
バ
ヤ
ー
ナ
の
よ
う
な
井
戸
灌
概
（
後
述
）
の
補

助
の
も
と
で
ほ
ど
ア
イ
の
品
質
は
良
く
な
ら
ず
、
二
年
間
ア
イ
だ
け
の
た
め
に
排
他
的
に
畑
を
使
用
す
る
よ
り
う
ビ
ー
（
冬
）
作
物
と
輪
作
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

方
が
有
利
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
妥
当
な
見
解
だ
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
品
種
の
違
い
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
次
に
ア
イ
栽
培
の
季
節
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
栽
培
地
域
（
下
ベ
ン
ガ
ル
と
ビ
ハ
ー
ル
）
の
条
件
に
応
じ
て
主
に
十
月
蒔

か
春
蒔
（
二
、
三
月
）
が
と
ら
れ
、
イ
ン
ド
人
に
よ
る
土
産
ア
イ
の
場
合
で
も
む
し
ろ
バ
ヤ
ー
ナ
に
近
い
ド
ア
ー
ブ
（
ガ
ン
ジ
ス
、
ジ
ャ
ム
ナ
両
野
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
地
方
）
で
は
春
蒔
（
三
、
四
月
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
よ
り
東
部
の
べ
ナ
レ
ス
地
方
で
は
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
と
同
じ
六
月
で
あ
っ
た
。
ド
ア
ー
ブ

の
コ
イ
ル
や
ク
ル
ジ
ャ
で
も
一
七
世
紀
に
は
バ
ヤ
ー
ナ
と
岡
じ
く
六
月
蒔
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
水
路
灌
概
の
発
達
し
た
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

世
紀
に
は
皐
越
の
懸
念
が
減
少
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
春
蒔
を
行
な
い
八
月
に
刈
取
り
を
す
ま
せ
る
よ
う
に
変
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
ま
た
、
冬
作
の
播
種
期
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
ベ
ナ
レ
ス
地
方
で
は
井
戸
か
溜
池
灌
概
で
刈
株
か
ら
翌
年
の
木
を
育
て
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

行
な
わ
れ
た
と
い
う
の
も
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
と
似
て
い
る
。
な
お
、
灌
概
水
路
の
整
備
の
お
く
れ
た
ア
レ
グ
ラ
や
マ
ト
ゥ
ラ
地
方
で
は
一
九
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
ア
イ
の
栽
培
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
両
地
方
に
近
接
す
る
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
は
、
こ
の
地
方
の
ア
イ
生
産
と
水
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
生
育
中

の
ア
イ
は
他
の
作
物
よ
り
ず
っ
と
多
く
の
出
来
事
や
災
難
に
遭
遇
し
が
ち
で
あ
る
」
と
し
て
、
過
去
三
年
連
続
の
蝿
の
害
に
よ
り
、
ア
イ
の
葉

が
二
野
の
限
り
」
食
べ
尽
く
さ
れ
た
こ
と
や
、
冬
期
の
冷
害
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
他
に
、
最
も
重
要
な
こ
と
と
し
て
、
雨
季
に
お
け
る
降

雨
不
足
や
そ
の
遅
れ
が
種
子
を
土
中
で
枯
ら
せ
た
り
、
ジ
ャ
リ
i
木
の
根
を
大
変
痛
め
、
他
方
降
雨
過
多
と
日
照
の
欠
乏
が
、
す
ぐ
に
木
を
腐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ら
せ
た
り
、
一
本
一
本
洗
い
流
し
て
し
ま
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　
以
上
か
ら
、
こ
の
地
方
の
ア
イ
作
は
水
路
灌
瀧
で
は
な
く
、
主
要
に
は
天
水
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
地
域
の
年
平
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均
降
水
量
は
六
三
五
㎜
、
マ
ル
ト
ソ
ヌ
の
乾
燥
示
数
で
い
え
ば
約
一
七
で
あ
り
、
乾
燥
示
数
一
〇
～
二
〇
の
灌
概
を
要
し
な
い
乾
燥
農
業
の
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

能
な
地
域
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
地
図
1
に
よ
れ
ば
、
ア
イ
作
村
の
多
く
は
、
こ
の
地
域
を
西
か
ら
東
へ
流
れ
る
バ
ソ
ガ
ソ
が
川
お
よ
び
ガ
ン
ビ
ー
ル
川
か
ら
一
〇

㎞
以
内
の
平
野
部
に
立
地
し
、
ヒ
ン
ダ
ウ
ン
、
ト
ダ
・
ビ
ム
、
バ
ヤ
ー
ナ
な
ど
の
農
地
も
含
め
て
、
全
て
標
高
一
九
〇
～
二
五
〇
m
の
平
地
に

あ
っ
た
。
地
方
図
に
よ
れ
ば
両
河
川
は
澗
川
と
さ
れ
て
い
る
が
、
　
『
東
部
ラ
ー
ジ
プ
タ
ー
ナ
地
誌
』
に
よ
れ
ば
、
二
〇
世
紀
初
期
に
お
い
て
は
、

両
河
川
の
流
域
で
は
雨
季
に
氾
濫
が
二
、
　
三
日
続
き
、
　
そ
れ
を
利
用
し
て
の
溢
流
灌
瀧
が
行
な
わ
れ
た
。
　
こ
の
た
め
氾
濫
に
よ
っ
て
カ
リ
フ

作
（
夏
作
）
が
ほ
と
ん
ど
犠
牲
に
な
る
と
し
て
も
、
ラ
ビ
i
作
で
そ
れ
以
上
の
増
収
が
あ
る
た
め
災
難
だ
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
氾
濫
の
際
、

バ
ソ
ガ
ン
が
川
の
水
は
主
に
北
側
の
低
地
へ
溢
れ
出
た
。
ガ
ン
ビ
ー
ル
川
で
は
、
ダ
ヒ
ナ
村
付
近
で
人
口
的
に
南
側
へ
盗
流
さ
せ
、
北
側
へ
も

自
然
的
層
流
が
あ
っ
た
。
以
前
に
は
バ
ン
ガ
ン
が
川
の
氾
濫
を
自
由
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
あ
ま
り
利
益
を
も
た
ら
さ
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

つ
た
が
、
　
一
九
世
紀
末
の
灌
概
設
備
の
整
備
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
。

　
し
か
し
、
一
七
世
紀
に
こ
の
よ
う
に
毎
年
の
よ
う
に
氾
濫
が
起
っ
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
し
、
ア
イ
は
当
然
氾
濫
の
影
響
の
よ
り
少
な
い

土
地
に
植
え
ら
れ
た
之
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
ア
イ
郷
村
が
比
較
的
両
河
川
に
近
い
地
域
に
展
開
し
て
い
る
理
由
は
い
ま
一
つ
判
然
と
し
な
い

が
、
冬
季
の
土
中
の
保
水
や
土
壌
の
肥
沃
さ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
こ
の
地
帯
は
洪
水
の
害
を
さ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
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一
六
一
二
年
九
月
に
雨
が
大
変
長
く
続
い
た
の
で
、
こ
の
地
方
一
帯
が
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
買
手
の
商
人
が
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
小

農
民
た
ち
が
心
配
し
た
ほ
ど
豊
作
の
予
測
さ
れ
て
い
た
ア
イ
の
木
が
完
全
に
洗
い
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
残
っ
た
木
は
四
〇
〇
梱
も
産
出
し
な
い
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
富
裕
で
そ
の
全
生
涯
に
渡
っ
て
ア
イ
の
植
付
け
に
係
っ
て
き
た
多
く
の
人
た
ち
が
大
変
貧
乏
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
今
日
（
一
六

二
六
年
）
に
至
る
ま
で
、
以
前
に
は
る
か
に
及
ば
ぬ
量
の
ア
イ
し
か
植
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
従
来
パ
ヤ
ー
ナ
付
近
一
帯
の
ア
イ
の
収
穫
は
四
、
○
○
○
梱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
精
々
以
前
の
半
分
し
か
な
い
。
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こ
の
文
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
洪
水
の
影
響
の
大
き
さ
に
注
目
し
て
お
こ
う
。
　
一
六
四
〇
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

も
過
度
の
降
雨
が
ア
イ
作
を
だ
め
に
し
て
い
る
。

　
他
方
、
こ
の
地
域
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
よ
り
頻
繁
に
船
越
に
み
ま
わ
れ
た
。
一
六
三
か
年
～
三
二
年
の
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
と
デ
カ
ン
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

大
饒
饒
の
際
に
は
、
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
で
も
く
り
か
え
し
皐
越
が
起
き
、
ア
イ
価
格
は
大
い
に
騰
貴
し
た
。
又
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
記
録
の
み
に
よ

っ
て
も
一
六
四
四
年
、
四
六
年
、
四
八
年
、
五
〇
年
と
一
年
お
き
に
早
越
や
雨
不
足
が
み
ら
れ
た
し
、
六
三
年
半
も
雨
不
足
を
み
た
こ
と
が
わ

　
⑯
か
る
。
　
一
六
五
七
年
八
月
に
は
、

　
　
　
現
在
の
よ
う
な
降
雨
は
過
去
多
年
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
大
変
多
い
の
で
、
ア
イ
・
砂
糖
・
綿
花
お
よ
び
穀
物
の
生
産
は
大
豊
作
が
予
測
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
従
っ
て
昨
年
よ
り
安
く
な
り
そ
う
で
あ
る
。

と
ア
ー
グ
ラ
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
う
か
が
え
る
か
ぎ
り
、
一
六
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
豊
作
の
年
は
少
な
か
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
雨
不
足
は
井
戸
水
灌
瀧
に
よ
っ
て
補
な
わ
れ
た
。
こ
の
地
方
の
雄
牛
に
ロ
ー
。
フ
を
ひ
か
せ
て
深
い
井
戸
か
ら
桶
（
臼
劉
、
・
お
そ
ら

く
皮
袋
）
で
水
を
汲
出
す
方
法
は
、
バ
ー
ブ
ル
に
よ
る
描
写
で
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
、
　
「
こ
れ
は
労
多
く
し
て
不
潔
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
　
「
一
人
の
人
が
雄
牛
を
駆
り
た
て
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
人
の
人
が
桶
の
水
を
注
ぎ
繊
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
毎
回
、
雄
牛

が
進
ん
で
桶
を
と
り
出
し
て
向
き
を
変
え
る
時
に
、
そ
の
も
ど
り
の
泣
ー
プ
が
、
雄
牛
の
尿
や
糞
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
雄
牛
の
道
に
接
触
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

再
び
井
戸
へ
蕩
ち
る
」
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ア
イ
作
に
と
っ
て
、
硬
水
の
井
戸
水
を
使
用
す
る
こ
と
が
最
高
の
ア
イ
を
生
産
す
る
秘
訣
で
あ
っ
た
。
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
は
、
バ

ヤ
ー
ナ
の
町
の
付
近
で
生
産
さ
れ
た
「
真
の
パ
ヤ
ー
ナ
産
ア
イ
」
（
約
三
〇
〇
掴
）
が
近
隣
の
惚
々
の
ア
イ
よ
り
優
秀
な
理
由
を
こ
の
硬
水
の
使

用
に
帰
し
て
い
る
。
軟
水
の
使
用
は
ア
イ
を
固
く
粗
悪
に
す
る
の
で
、
　
「
硬
水
で
栽
培
さ
れ
た
ア
イ
の
木
は
、
同
じ
畑
で
軟
水
で
育
て
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

木
よ
り
も
少
な
く
と
も
一
マ
ウ
ン
ド
当
り
一
ル
ピ
ー
高
値
の
ア
イ
を
産
す
る
。
」
フ
ィ
ン
チ
も
カ
ー
ヌ
ア
の
ア
イ
の
良
さ
を
「
土
壌
の
緊
密
さ
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（
融
ω
言
Φ
ω
ω
）
と
水
の
塩
辛
さ
」
に
帰
し
て
お
り
、
ま
た
、
ア
ク
バ
ル
が
フ
ア
テ
プ
ル
の
都
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
同
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

硬
水
が
飲
料
水
と
し
て
不
適
だ
っ
た
た
め
だ
と
し
て
い
る
。
　
『
地
誌
』
に
よ
れ
ば
、
パ
ー
ラ
ト
プ
ル
藩
王
国
の
灌
概
井
戸
の
約
三
分
野
一
は
硬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

水
の
井
戸
で
そ
れ
ら
は
中
央
部
の
諸
郡
に
多
く
、
ま
た
深
い
井
芦
は
一
般
に
地
中
の
石
灰
や
塩
分
の
た
め
に
塩
辛
か
っ
た
。
一
九
世
紀
に
は
石

灰
な
ど
が
ア
イ
の
肥
料
と
し
て
最
適
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
で
は
硬
水
中
の
石
灰
分
な
ど
が
、
ア
イ
に
と
っ
て
の
肥
料
分
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
⑳

て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
単
に
水
不
足
を
補
う
だ
け
で
な
く
、
施
肥
の
か
わ
り
に
積
極
的
に
井
戸
水
肉
叢
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
す
で
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
フ
ィ
ン
チ
は
カ
ー
ヌ
ア
の
ア
イ
の
質
の
良
さ
の
理
由
を
硬
水
と
と
も
に
土
壌
の
緊
密
さ
に
帰
し
て
い
た
が
、
そ

れ
は
土
粒
の
細
か
さ
を
指
す
よ
り
、
慧
眼
粒
が
緊
密
に
結
指
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
の
土
壌
は
一
般
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ロ
ー
ム
及
び
砂
質
の
ロ
ー
ム
土
壌
で
あ
っ
て
必
ず
し
も
微
細
だ
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

や
ビ
ハ
ー
ル
州
の
一
九
世
紀
の
ア
イ
作
に
お
い
て
も
ロ
ー
ム
土
壌
が
好
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ア
イ
は
豆
科
植
物
と
し
て
土
壌
を
肥
沃
に
す
る
性
質
が
あ
っ
た
の
で
、
後
作
の
作
物
に
好
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
染
料
抽
出
工
程
　
　
刈
取
っ
た
ア
イ
の
木
は
、
あ
ら
か
じ
め
水
を
張
っ
て
準
備
し
て
あ
っ
た
チ
ャ
ー
バ
ッ
チ
ャ
（
O
び
餌
プ
ー
岡
）
ρ
O
げ
ρ
）
と
呼
ば
れ

る
水
槽
（
浸
水
槽
）
に
浸
し
て
一
六
～
一
七
時
閥
放
置
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
ア
イ
の
葉
か
ら
融
け
出
し
た
染
料
分
を
含
ん
だ
水
を
、
そ
の
水
槽
の

排
水
口
か
ら
第
二
の
や
や
下
方
に
設
羅
さ
れ
た
少
し
小
型
の
丸
い
水
溜
（
撹
拝
槽
）
に
流
し
込
む
。
こ
の
水
槽
に
は
二
、
三
人
の
人
が
中
に
は
い

り
、
長
い
棒
で
そ
の
水
を
戦
勢
す
る
。
そ
の
結
果
化
学
変
化
に
よ
り
水
が
暗
青
色
に
変
化
す
る
と
、
再
び
約
＝
ハ
時
間
放
置
す
る
。
そ
し
て
染

料
分
が
水
槽
の
底
の
丸
い
容
器
に
沈
澱
す
る
と
、
水
を
流
し
去
り
、
残
っ
た
染
料
分
を
取
り
出
し
、
綿
布
の
上
に
広
げ
て
乾
燥
さ
せ
、
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

球
形
に
丸
め
て
土
製
の
容
器
に
入
れ
固
く
密
閉
し
て
日
光
と
風
を
さ
え
ぎ
っ
て
保
存
し
、
買
付
け
商
人
に
売
り
渡
す
時
を
待
つ
の
で
あ
る
。

　
松
井
透
な
ど
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
の
こ
の
抽
出
工
程
は
ア
イ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
同
じ
「
緑
式
」
方
法
i
原
料
の

ア
イ
の
木
を
刈
取
っ
て
時
を
移
さ
ず
た
だ
ち
に
仕
事
に
か
か
る
方
法
一
で
、
こ
の
方
法
は
一
七
世
紀
に
は
ク
ル
ジ
ャ
や
コ
イ
ル
で
も
採
ら
れ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
サ
ル
ケ
ー
ジ
地
方
で
は
「
干
式
」
と
称
せ
ら
れ
る
方
法
ー
ア
イ
の
葉
を
乾
燥
し
て
保
存
し
、
便
利
な
時
を
選
ん
で
加
工
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工
程
に
と
り
か
か
る
方
法
1
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
前
者
が
染
料
の
品
質
の
点
で
す
ぐ
れ
て
い
た
が
、
刈
取
り
後
、
短
期
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

集
中
し
て
行
な
わ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
更
に
、
浸
水
槽
と
捻
挫
槽
の
二
槽
を
使
用
す
る
と
い
う
点
で
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
や
コ
イ
ル
や
ク
ル
ジ
ャ
の
抽
出
工
程
は
、
ク
ル
ジ
ャ
の
付
近
の

村
々
や
、
パ
ヤ
ー
ナ
の
北
方
約
一
〇
〇
㎞
に
位
置
す
る
メ
ワ
ー
ト
地
方
や
、
サ
ル
ケ
1
ジ
な
ど
の
一
水
槽
の
み
を
使
用
す
る
方
法
よ
り
優
れ
て

　
　
　
　
　
⑳

い
た
の
で
あ
る
。

　
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
で
は
、
擬
絆
槽
内
で
同
時
に
作
業
を
す
る
人
数
が
二
、
三
人
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
、
一
〇
余
人
が
同
時
に
作
業
を
し
た
典

型
的
な
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
ず
っ
と
小
規
模
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
境
地
槽
は
直
径
三
メ
ー
ト
ル
程
の
円
形
で
表
面
に
十
分
漆
喰
が
塗
っ

　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

て
あ
っ
た
。
又
、
マ
ソ
デ
ィ
は
「
多
く
の
水
槽
が
一
緒
に
設
置
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
の
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、
ア
イ
商
人
や
仲
買

商
人
か
ら
の
伝
聞
で
は
あ
る
が
、
多
く
の
撹
電
槽
を
並
べ
て
人
々
が
共
同
作
業
を
す
る
よ
う
な
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
た
と
え
二
、
三
人
の
場
合
で
も
、
お
そ
ら
く
成
年
男
子
が
主
体
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
一
家
族
で
は
無
理
な
場
合
も
多
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
た
と
思
わ
れ
、
ハ
ビ
ー
プ
の
示
唆
す
る
よ
う
に
農
民
間
の
何
ら
か
の
共
同
作
業
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
水
槽
を
設
置
す
る
こ
と
は
資
力
的
に
も
個
々
の
小
農
民
に
と
っ
て
必
ず
し
も
容
易
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
に
く
ら
べ
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
注
水
の
た
め
の
大
き
な
貯
水
槽
の
存
在
や
、
撹
絆
槽
の
底
に
沈
澱
し
た
染
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

分
を
一
且
煮
つ
め
る
工
程
の
存
在
、
長
時
間
の
入
念
な
乾
燥
な
ど
の
点
で
す
ぐ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
の
ア
イ
も
、
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
ア
イ
と
異
な
っ
て
、
砂
ま
じ
り
で
あ
る
と
い
う
汚
名
を
う
け
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

　
要
す
る
に
、
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
の
ア
イ
の
栽
培
は
、
除
草
や
井
戸
水
灌
概
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
か
な
り
集
約
的
で
あ
っ
た
し
、
製
造
方
法
も
、

小
規
模
で
は
あ
る
が
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
基
本
的
に
は
同
一
の
工
程
を
と
り
、
相
当
の
資
力
と
労
働
力
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

　
次
章
で
は
ア
イ
生
産
者
の
経
営
形
態
を
検
討
し
て
み
た
い
。
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①
　
一
七
世
紀
バ
ヤ
」
ナ
地
方
の
ア
イ
は
ぎ
象
σ
q
o
暁
。
轟
の
一
種
で
は
あ
っ
た
が
、

　
一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
栽
培
さ
れ
た
も
の
（
ぎ
畠
憎

　
σ
q
o
｛
ω
雷
江
昌
簿
。
凱
ρ
ピ
ぎ
P
　
の
一
変
種
ま
た
は
栽
培
ロ
㎎
種
の
一
型
で
あ
る
　
囲
●

　
怠
目
0
8
は
P
〈
㊤
吋
，
ヨ
p
自
o
o
㊤
同
℃
P
O
．
O
．
）
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ

　
い
て
は
、
松
井
透
、
第
一
論
文
、
六
七
－
六
八
頁
参
照
。
さ
ら
に
○
・
芝
暮
紗

　
§
恥
0
9
ミ
ミ
§
帖
ミ
℃
さ
§
馬
6
冴
。
、
さ
ミ
ミ
9
U
o
冨
鳥
。
戸
ド
8
c
。
「
国
。
℃
ユ
ロ
8
ρ

　
属
。
謹
U
Φ
上
篇
霧
ρ
℃
℃
．
①
8
占
罐
を
参
照
（
以
下
O
℃
と
略
記
）
。

②
　
以
上
は
、
主
に
勺
。
軍
器
円
＃
℃
や
回
ρ
幽
。
。
を
参
照
。
　
フ
ィ
ン
チ
ら
の
異
な
つ

　
た
見
解
に
つ
い
て
は
、
い
螺
・
o
D
p
跨
胃
り
。
》
ミ
．
層
℃
℃
．
旨
卜
1
お
G
。
を
参
照
せ
よ
。

　
こ
こ
で
は
、
特
に
彼
ら
に
依
拠
し
た
部
分
を
除
い
て
は
注
遷
し
な
い
。
耕
起
開
始

　
時
期
に
つ
い
て
は
鼠
帽
巳
メ
℃
■
器
b
。
を
も
参
照
。
な
お
一
九
世
紀
に
お
け
る
播

　
種
慧
は
下
ベ
ン
ガ
ル
で
～
エ
ー
カ
ー
当
り
二
〇
～
三
〇
ポ
ン
ド
、
銘
西
州
（
ほ
ぼ

　
現
在
の
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
州
）
で
は
一
五
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、

　
バ
ヤ
ー
ナ
の
播
種
量
は
多
か
っ
た
と
云
え
よ
う
。
○
．
≦
p
簿
璽
」
b
ミ
§
ミ
ミ
ミ

　
導
馬
団
8
起
O
ミ
詩
ぎ
6
§
（
“
騎
。
、
さ
ミ
皆
、
①
〈
o
｝
ω
こ
い
。
ロ
ユ
O
旨
餌
切
傷
O
巴
。
賃
簿
P

　
掃
。
。
。
。
？
鐸
ぎ
圃
縞
く
（
お
8
）
℃
悪
■
き
《
お
S
（
以
下
図
℃
と
略
記
）

⑧
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
て
も
、
農
民
た
ち
に
前
貸
金
を
与
え
て
、
耕
作
契

　
約
を
結
ば
せ
る
も
の
や
、
イ
ギ
リ
ス
人
工
場
霊
が
地
主
と
し
て
、
小
作
人
た
る
農

　
民
た
ち
に
ア
イ
を
強
舗
耕
作
さ
せ
る
も
の
が
多
く
、
直
営
舗
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

　
ソ
が
主
流
を
占
め
た
わ
け
で
は
な
い
（
さ
し
あ
た
り
、
河
℃
・
℃
℃
・
。
。
譲
1
ら
。
り
O
島
b
。

　
1
島
N
松
井
透
、
第
一
論
文
、
七
〇
、
七
二
一
七
三
、
七
六
一
七
九
頁
、
田
中
於

　
菟
弥
、
荒
松
雄
、
中
村
平
治
、
小
谷
注
之
『
世
界
の
歴
史
2
4
（
変
貌
の
イ
ン
ド
亜

　
大
陸
）
』
講
談
社
、
昭
和
五
三
年
、
二
三
｝
1
二
三
四
頁
、
頃
φ
渥
貯
α
q
”
§
馬

　
し
輯
N
ミ
郵
ミ
ミ
リ
9
8
g
陸
p
お
①
①
、
℃
や
き
。
⑩
－
ω
O
参
照
）
。

④
り
Φ
『
ρ
Φ
轟
噛
娼
や
8
占
G
O
’
フ
ィ
ソ
チ
や
マ
ソ
デ
ィ
は
＝
牛
一
澱
ず
つ
、
ゴ
　
年
間

　
同
一
株
か
ら
生
じ
た
木
を
刈
取
る
と
す
る
が
、
一
番
詳
細
な
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
に
依

　
拠
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
課
内
喰
ミ
　
§
黛
聾
恥
N
吻
り
　
℃
●
　
同
α
G
Q
旧
　
ウ
角
篇
目
μ
O
｝
♂
　
℃
．
　
b
δ
b
o
ω
）
。
瓢
ρ
げ
一
σ
「

＠＠＠＠＠ 　
o
賢
ミ
‘
ゆ
命
お
よ
び
回
属
●
ω
母
H
窮
J
o
》
ミ
．
”
℃
や
お
同
－
雛
も
⊃
も
同
様
の

　
見
解
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
者
が
「
同
時
代
の
史
料
は
全
て
二
年
後
に
三
回
刈
取

　
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
」
と
い
う
の
は
明
白
に
誤
り
で
あ
る
。

⑤
　
閃
℃
・
℃
や
お
b
。
・
お
評
亀
黛
○
勺
・
や
O
趨
旧
松
井
透
、
第
一
論
文
、
七
入
、
八

　
四
頁
。

⑥
国
9
同
ダ
愚
．
ミ
4
や
お
，

⑦
同
℃
．
娼
や
蔭
O
ρ
腿
8
璽
お
野
心
O
？
合
メ
た
だ
し
、
南
ビ
ハ
ー
ル
で
も
六
月
に

　
播
種
の
行
な
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
（
奪
ミ
こ
臆
・
心
O
b
。
）
。

⑧
N
鋤
ミ
‘
や
さ
S

⑨
奪
ミ
ご
℃
・
お
。
。
9

⑩
℃
。
δ
器
昼
唱
」
P

＠
乾
燥
農
業
に
つ
い
て
は
織
田
武
雄
・
末
尾
至
行
・
応
地
利
開
呪
西
南
ア
ジ
ア
の

　
農
業
と
農
村
』
一
九
六
七
年
、
一
i
七
、
五
二
一
五
三
頁
を
参
照
。
年
降
水
量
に

　
つ
い
て
は
、
G
§
扇
義
。
、
さ
ミ
ミ
馬
韓
．
〈
o
ド
×
層
国
a
器
窪
2
・
口
㊤
ロ
α
》
輌
日
①
お

　
摺
霞
け
H
－
ρ
｝
℃
℃
㊦
鋤
a
8
ρ
σ
届
く
，
い
■
∪
霧
げ
。
毒
口
｝
o
O
げ
老
母
噛
H
縮
Q
。
噛
や
噸
ω
Q
◎

　
を
参
照
（
以
下
、
9
気
嵩
遣
回
ト
図
9
冒
ω
夢
ρ
鄭
と
略
記
）
。
な
お
『
地
誌
』
は
、

　
一
八
九
〇
1
九
九
年
の
一
〇
年
間
の
平
均
と
し
て
、
五
〇
〇
㎜
を
掲
げ
て
い
る

　
（
○
図
図
い
や
㎝
Q
Q
）
。

　
　
O
国
男
い
℃
℃
．
Φ
り
一
“
餅

　
　
勺
。
同
ω
p
O
詳
い
や
ド
ω
■

　
　
岡
即
N
a
N
…
ミ
”
や
b
o
刈
c
Q
．

　
　
図
潤
ま
魎
O
…
馬
溜
や
同
曽
・

　
　
図
搾
㎏
ミ
N
兆
卸
や
8
僧
ミ
戴
q
一
噺
9
℃
ワ
O
N
b
。
お
層
ω
b
o
込
。
一
蹴
q
絨
悟
絨
全
や
㎝
9

　
ま
ミ
志
典
憲
．
認
？
。
。
留
．
磯
飽
に
つ
い
て
は
、
類
ρ
ぼ
ダ
。
》
多
野
℃
℃
・
お
O
－

　
二
9
認
。
お
貯
只
♂
o
》
鳥
馬
黛
℃
や
ト
。
O
？
b
⊃
お
も
参
昭
酬
。

⑰
可
罰
ま
掛
占
P
や
は
。
。
．

⑯
鋭
Q
。
．
塑
ぐ
9
£
ρ
（
①
e
愚
・
ミ
ご
h
g
b
。
課
鴇
客
H
巨
ぎ
・
・
葺
（
①
e
．
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一七世紀北インドにおけるアイの生産と流通（長島）

　
切
ρ
9
ワ
⇔
㊤
ヨ
。
戸
0
9
鑓
巳
曽
同
G
。
竃
噛
娼
．
ω
㎝
黛
b
ご
㊦
〈
巽
置
σ
q
①
（
口
触
）
層
。
》
ミ
こ
ワ

　
弧
Q
。
メ
『
バ
ー
ブ
ル
・
ナ
ー
マ
』
で
は
、
雄
牛
は
単
数
形
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

　
『
地
誌
』
で
は
二
頭
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
雄
牛
が
坂
を
降
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
皮
袋

　
を
井
戸
よ
り
ひ
き
あ
げ
る
、
と
あ
る
。
井
戸
の
深
さ
は
乾
季
に
は
地
下
一
〇
m
に

　
な
る
（
Q
国
国
ψ
℃
凸
課
）
。

⑲
憎
巴
ω
器
昼
℃
℃
」
。
。
占
蒔

⑳
肉
ミ
電
§
§
ミ
勲
記
」
窃
ρ
嶺
ド

⑳
O
回
心
や
犀

⑫
。
い
O
レ
冒
菖
㊦
愚
噛
ミ
邑
守
8
》
ミ
富
ミ
§
い
誌
§
ミ
ミ
♪
O
巴
。
9
富
p
民

　
o
っ
一
筥
5
お
器
」
や
ω
O
ド

⑳
9
浅
浅
』
＆
ト
謁
a
霧
監
”
程
噛
℃
℃
」
伊
ω
。
。
■

＠
　
国
℃
噛
唱
や
儀
O
メ
愈
し
。
・

㊧
　
勺
〇
一
ω
p
曾
＃
℃
や
H
O
高
ド
水
槽
を
チ
ャ
…
バ
ッ
チ
ャ
と
呼
ぶ
点
に
つ
い
て
は
、

三
　
経
営
　
形
　
態

　
レ
冒
民
ざ
や
ト
。
詑
お
よ
び
円
即
＆
へ
q
㍍
P
や
緯
㊤
参
照
。

⑳
松
井
透
、
第
一
論
文
、
八
四
－
八
九
頁
。
第
二
論
文
、
四
九
買
。
ω
帥
同
義
”
愚
・

　
ミ
こ
螂
や
H
ω
も
。
ム
ω
9

⑳
　
℃
O
冨
P
Φ
同
戸
℃
・
同
α
噛
鵠
鳴
噛
嵐
q
丸
q
I
絨
O
噛
℃
「
N
H
㊤
幽
松
井
透
、
簸
黒
印
蜘
又
、
八
六
－

　
八
八
頁
も
参
照
せ
よ
。

⑳
　
団
Φ
一
舞
興
戸
℃
・
H
ρ
蜜
§
o
ざ
℃
。
ら
。
b
。
b
。
の
述
べ
る
水
槽
の
大
き
さ
（
五
～
六
ト

　
ン
）
も
ほ
ぼ
ペ
ル
サ
…
ル
ト
に
一
致
す
る
。
漆
喰
に
つ
い
て
は
、
奪
ミ
こ
℃
．
b
。
b
。
b
。
切

　
目
ρ
〈
興
巳
。
さ
く
9
・
H
押
や
．
Q
。
を
参
照
せ
よ
。
一
九
世
紀
の
水
槽
に
つ
い
て
は
、

　
団
鋼
や
島
。
。
を
参
照
せ
よ
。

⑳
護
田
邑
メ
や
b
。
詠
，
卜
。
。

⑳
　
譲
騨
三
ダ
。
㌧
．
ミ
ご
や
＄
¶

⑪
　
松
井
透
、
第
一
論
文
、
入
六
i
八
九
頁
。
国
ダ
℃
や
臨
。
。
ム
設
．

⑳
　
勺
。
♂
器
昼
℃
や
に
一
§
勤
淘
即
㎏
q
鳶
も
き
℃
℃
．
お
b
⊃
「
8
ド

　
ア
イ
栽
培
老
と
ア
イ
染
料
の
製
造
者
と
の
社
会
的
分
業
は
、
い
わ
ゆ
る
「
干
式
」
の
方
法
を
と
る
サ
ル
ケ
ー
ジ
付
近
の
ア
イ
の
場
合
に
は
一

般
的
に
み
ら
れ
た
が
、
　
門
緑
憂
し
の
方
法
を
と
る
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
で
は
史
料
上
う
か
が
え
な
い
の
で
、
本
稿
で
も
栽
培
者
即
製
痴
者
と
み
な
し

て
こ
れ
を
一
般
的
に
生
産
者
と
呼
び
、
論
を
進
め
て
い
こ
う
。
そ
し
て
こ
の
生
産
者
を
、
ω
　
農
民
、
②
　
商
人
、
㈲
　
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー
ル
の

順
で
み
て
い
こ
う
。

　
ω
　
農
民
　
　
当
時
の
ア
イ
生
産
農
民
に
は
、
少
な
く
と
も
「
富
裕
」
な
農
民
と
「
前
貸
金
に
強
く
束
縛
さ
れ
た
」
農
民
が
い
た
。

　
す
で
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
＝
ハ
一
二
年
の
大
洪
水
の
直
前
に
「
大
豊
作
に
な
り
買
手
の
商
人
が
い
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
懸
念
し
て
い
た
の
は
「
小
農
民
」
（
噂
8
ω
毘
富
）
で
あ
っ
た
が
、
大
洪
水
の
結
果
、
　
「
富
裕
で
、
そ
の
全
生
涯
に
わ
た
っ
て
ア
イ
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の
植
付
け
に
係
っ
て
き
た
多
く
の
人
た
ち
」
が
大
変
貧
困
化
し
、
以
後
こ
の
地
域
の
ア
イ
生
産
高
が
半
減
し
た
。
こ
の
「
小
農
民
」
を
即
「
富

裕
」
な
多
く
の
人
た
ち
と
解
釈
す
る
こ
と
は
、
語
義
上
か
ら
は
直
ち
に
は
で
き
が
た
い
が
、
文
脈
上
か
ら
は
後
者
の
多
く
も
農
民
で
あ
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
サ
ル
カ
ー
ル
の
よ
う
に
こ
れ
を
ア
イ
作
経
営
を
行
な
う
商
人
と
の
み
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
確
か
に
後
述
の

よ
う
に
、
バ
ヤ
ー
ナ
の
町
自
体
に
は
そ
の
よ
う
な
商
人
は
「
い
く
ら
か
」
（
ω
O
ヨ
Φ
）
い
た
が
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
六
三
三
年
一
一
月
に
皇
帝
シ
ャ
ー
・
ジ
ャ
ハ
ー
ソ
が
帝
国
内
の
ア
イ
の
独
占
を
は
か
り
、
一
商
人
に
向
う
三
年
毒
蛇
国
内
の
ア
イ
の
独
占

的
買
収
権
を
与
え
た
こ
と
は
、
こ
の
独
占
権
は
途
中
で
放
棄
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ア
イ
栽
培
者
に
一
蒔
的
に
大
打
撃
を
与
え

た
。
当
時
ア
…
グ
ラ
の
英
商
館
員
で
あ
っ
た
ク
レ
ム
リ
ン
は
、
後
に
、
「
あ
の
致
命
的
な
ア
イ
の
〔
独
占
の
〕
請
負
は
、
ア
イ
を
生
産
し
た
誰
も

彼
も
に
負
い
き
れ
ぬ
重
荷
を
負
わ
せ
、
そ
し
て
、
以
前
彼
ら
が
ア
イ
の
み
か
ら
得
た
利
益
で
も
っ
て
建
設
し
た
堂
々
た
る
建
物
（
幹
簿
①
貯
器
ユ
堕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ゆ
8
ω
）
以
外
に
は
何
も
見
る
べ
き
も
の
を
彼
ら
に
残
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
又
、
彼
は
同
じ
手
紙
の
す
ぐ
直
前
の
箇
所
で

「
ア
イ
生
産
者
（
ヨ
ρ
騨
曾
ω
）
た
ち
に
対
す
る
前
貸
金
は
絶
対
に
必
要
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
は
毎
年
こ
の
よ
う
に
一
〇
万
な
い
し
一
五
万
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ピ
ー
を
前
貸
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
彼
は
こ
の
手
紙
に
お
い
て
、
ア
イ
へ
の
投
資
に
よ
り
会
社
に
損
失
を
与
え
た
自
ら
の
立
場
を
弁
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
前

貸
金
を
受
け
つ
つ
も
ア
イ
生
産
に
よ
っ
て
利
益
を
え
て
立
派
な
家
を
た
て
た
（
こ
れ
は
比
喩
的
表
現
か
も
し
れ
な
い
が
）
ア
イ
生
産
者
像
が
浮
か
び

あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
こ
の
よ
う
な
ア
イ
生
産
者
の
中
に
バ
ヤ
ー
ナ
の
商
人
兼
農
業
経
営
者
を
含
め
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
富
裕
な
農
民
の
存
在
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
村
長
な
ど
の
有
力
農
民
が
ア
イ
生
産
に
無
関
心
で
あ
っ
た
筈
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　
他
方
、
ア
イ
生
産
者
の
中
に
は
、
商
人
の
前
貸
金
を
借
り
て
そ
れ
に
強
く
束
縛
さ
れ
て
い
る
者
も
多
か
っ
た
。
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
に
よ
れ
ば
、

カ
ー
ヌ
ア
な
ど
の
市
場
町
に
住
み
、
長
年
ア
イ
取
引
に
従
事
し
て
い
る
資
産
の
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
商
人
や
ム
ス
リ
ム
商
人
が
、
ア
イ
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

何
ケ
月
か
前
に
前
貸
を
行
な
っ
て
、
他
の
誰
に
も
売
ら
せ
な
い
よ
う
に
負
債
者
を
束
縛
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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営
農
資
金
の
前
貸
制
度
は
当
時
す
で
に
確
立
し
た
慣
行
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
程
度
の
資
金
を
必
要
と
し
、
豊
凶
の
変
動
が
激
し
く
と
も
そ
れ

だ
け
に
利
益
を
得
る
機
会
も
多
か
っ
た
商
品
作
物
ア
イ
の
生
産
に
当
っ
て
は
、
特
に
前
貸
金
の
魅
力
と
必
要
性
は
大
き
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
既
に
若
干
言
及
し
た
よ
う
に
、
全
て
の
農
民
が
前
貸
金
に
よ
っ
て
特
定
の
商
人
に
完
全
に
従
属
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
前
貸

金
を
う
け
た
農
民
で
も
、
一
定
の
契
約
分
以
外
の
ア
イ
を
他
の
商
人
に
売
る
可
能
性
を
否
定
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
が
、
前
貸
金
を
せ
ず
に
、
心
々
を
回
り
歩
き
、
直
接
農
民
た
ち
か
ら
向
風
ず
つ
ア
イ
を
買
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
翌
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
ア
イ
相
場
の
高
騰
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
が
非
難
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
、
オ
ラ

ン
ダ
人
も
、
豊
作
の
年
に
は
一
、
二
人
の
経
験
豊
富
な
人
物
を
八
月
か
九
月
は
じ
め
（
つ
ま
り
製
造
期
）
に
野
々
へ
ま
で
派
遣
し
て
真
に
良
い
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

イ
を
買
う
べ
き
で
あ
る
、
と
忠
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
章
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
フ
ィ
ン
チ
は
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て

ニ
ケ
月
程
ア
イ
生
産
地
の
村
々
を
圓
っ
て
い
た
。

　
富
裕
な
農
民
に
対
す
る
前
貸
な
ど
に
は
、
む
し
ろ
オ
ラ
ン
ダ
人
や
イ
ギ
リ
ス
人
を
含
め
て
、
ア
イ
を
買
付
け
る
商
人
た
ち
の
側
の
、
良
い
ア

イ
を
よ
り
安
く
買
い
た
い
と
い
う
願
望
か
ら
行
な
わ
れ
た
側
面
も
強
く
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
土
か
ら
、
ア
イ
生
産
農
民
の
中
に
は
、
商
人
の
前
貸
金
に
よ
っ
て
完
全
に
束
縛
さ
れ
た
農
民
、
前
貸
金
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
農
民
、

前
貸
金
を
う
け
つ
つ
も
そ
れ
に
よ
っ
て
完
全
に
は
商
人
に
従
属
せ
ず
富
裕
に
な
り
え
た
農
民
な
ど
の
諸
階
層
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

そ
し
て
洪
水
の
後
な
ど
に
大
い
に
貧
窮
化
し
た
農
民
に
は
む
し
ろ
危
険
度
の
高
い
ア
イ
作
を
放
棄
す
る
傾
向
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
農

民
た
ち
の
具
体
的
な
経
営
規
模
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。

　
②
商
人
　
　
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
バ
ヤ
ー
ナ
の
町
に
は
何
人
か
の
富
裕
な
商
人
が
住
ん
で
お
り
、
彼
ら
の
代
表
は
、
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
サ
デ
ィ
ー
ク
と
ガ
ー
ズ
ィ
ー
・
フ
ァ
ー
ズ
ィ
ル
で
、

　
　
彼
ら
〔
二
人
〕
は
ア
イ
の
ほ
と
ん
ど
を
植
付
け
て
お
り
、
彼
ら
は
何
シ
ー
ズ
ン
か
我
々
〔
オ
ラ
ン
ダ
人
〕
以
外
の
誰
に
も
売
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
　
そ
の
価
格
は
彼
〔
、
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
サ
デ
ィ
ー
ク
〕
の
家
で
定
め
ら
れ
、
通
常
、
カ
…
ヌ
ア
や
他
の
村
々
で
の
相
場
よ
り
一
マ
ウ
ン
ド
当
り
一
ル
ピ
ー
は
高
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い
値
段
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
贔
質
が
よ
り
優
秀
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
値
段
が
定
め
ら
れ
る
以
前
で
は
な
く
定
め
ら

　
　
れ
た
後
に
、
誰
で
も
自
分
の
選
ん
だ
人
物
に
売
る
こ
と
が
で
き
る
。
、
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
サ
デ
ィ
ー
ク
が
パ
ヤ
ー
ナ
で
最
長
老
〔
の
商
人
〕
だ
か
ら
彼
に
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
よ
う
な
追
従
や
敬
意
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
L

　
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
事
例
は
、
当
時
の
ム
ガ
ル
帝
国
に
お
け
る
商
人
の
農
業
経
営
へ
の
進
出
の
代
表
的
な
事
例
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
め
つ
た
に
み
ら
れ
な
い
例
外
的
な
事
例
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
サ
デ
ィ
ー
ク
が
あ
つ
め
て
い
る
尊
敬
の
点
か
ら
み
て
も
、
彼
が
農
業
経
営
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
期
間
も
長
い
も
の
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
表
2
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
六
世
紀
末
の
バ
ヤ
ー
ナ
郡
内
に
は
ム
ス
リ
ム
の
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー
ル
は
い
な
い
の
で
、
彼
も

ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー
ル
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
彼
と
ガ
ー
ズ
ィ
ー
・
フ
ァ
ー
ズ
イ
ル
が
バ
ヤ
ー
ナ
の
町
近
辺
の
最
も
優
秀
な
ア
イ
の
ほ
と
ん
ど
を
生
産
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
真
の
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ヤ
ー
ナ
・
ア
イ
は
年
産
三
〇
〇
梱
程
度
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
経
営
規
模
に
つ
い
て
若
干
の
推
定
を
試
み
て
み
よ
う
。
一
ビ
ー

ガ
（
切
団
α
q
冨
、
口
凱
聞
約
二
四
ア
ー
ル
）
当
り
ア
イ
製
晶
の
生
産
量
は
一
九
世
紀
末
の
ウ
ッ
タ
ル
プ
ラ
デ
シ
州
の
水
路
灌
概
地
の
例
で
は
○
・
二
〇

マ
ン
（
目
導
p
轟
一
約
二
五
㎎
）
と
さ
れ
、
ベ
ン
ガ
ル
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
○
・
一
一
～
○
・
ニ
ニ
マ
ン
、
ビ
ハ
ー
ル
の
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ン
で
は
〇
二
こ
ぞ
ン
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
　
一
七
世
紀
の
当
地
方
で
の
そ
れ
は
糊
然
と
は
し
な
い
が
、
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
の
記
述
よ
り
○
・
四

　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

五
～
○
・
七
五
マ
ン
、
　
『
ア
ー
イ
ー
ネ
・
ア
ク
パ
リ
ー
』
よ
り
○
・
二
五
～
○
・
四
マ
ン
と
い
う
数
値
を
得
る
。
バ
ヤ
ー
ナ
の
ア
イ
の
優
秀
さ

と
播
種
量
の
多
さ
を
考
慮
に
入
れ
て
も
こ
れ
ら
の
数
値
は
過
大
に
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
栽
培
面
積
の
過
大
評
価
を
避
け
る
た
め
に
こ

れ
ら
を
用
い
れ
ば
、
三
〇
〇
梱
（
一
雨
は
約
四
マ
ソ
）
を
生
産
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
六
四
〇
～
三
八
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
＝
七
三
～
七
二
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
必
要
と
な
る
。
た
と
え
ミ
ー
ル
ザ
ー
・
サ
デ
ィ
ー
ク
が
そ
の
四
分
の
一
を
経
営
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
最
低
一
〇

〇
～
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
は
数
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
経
営
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
　
ザ
ミ
ー
ソ
ダ
ー
ル
　
　
表
2
に
み
る
よ
う
に
、
当
時
こ
の
地
方
に
も
う
ー
ジ
プ
ー
ト
や
ジ
ャ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
若
千
の
カ
ー
ス
ト
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か
ら
な
る
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー
ル
が
存
在
し
た
。
彼
ら
は
個
々
に
は
そ
の
兵
力
か
ら
み
て
、
ベ
ン
ガ
ル
地
方
や
ラ
ー
ジ
プ
タ
ー
ナ
の
大
ザ
ミ
ー
ソ
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ー
ル
に
比
し
て
ず
っ
と
小
規
模
で
、
小
谷
注
射
の
説
く
よ
う
な
在
地
領
主
的
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
入
の
諸
史
料
は
ザ
ミ
ー
ソ
ダ
…
ル
に
よ
る
ア
イ
生
産
の
有
無
に
つ
い
て
は
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か

し
、
彼
ら
は
、
自
ら
の
ザ
ミ
ー
ン
ダ
…
ル
と
し
て
の
取
分
（
地
税
の
う
ち
か
ら
一
〇
％
程
度
）
や
役
得
や
慣
習
的
な
心
付
け
な
ど
を
支
配
下
の
ア
イ

生
産
農
民
か
ら
徴
収
す
る
他
に
、
一
般
農
民
よ
り
ず
っ
と
広
い
農
地
を
保
有
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
彼
ら
も
当
然
ア
イ
生
産
を
行
な
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
み
た
と
こ
ろ
の
富
裕
な
農
民
の
中
に
彼
ら
の
一
部
も
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
の
農
民
・
商
人
・
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー
ル
等
に
よ
る
経
営
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
当
時
の
史
料
は
若
干
の
共
同
労
働
の
必
要
性
を
示

唆
す
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
は
何
も
積
極
的
に
物
語
っ
て
は
く
れ
な
い
。
し
か
し
商
人
や
ザ
ー
ミ
ソ
ダ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
ハ
ビ
ー
プ
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
カ
ー
ス
ト
規
制
に
よ
っ
て
土
地
保
有
を
許
さ
れ
な
い
下
層
カ
ー
ス
ト
民
や
種
族
民
な
ど
を
雇
用
労
働
者
と
し
て
用
い
る
直
営
地

経
営
（
穿
巳
冨
ω
冥
）
が
、
こ
の
地
域
で
も
行
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
の
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー
ル
の
例
で
小
谷
注

之
が
検
証
し
た
よ
う
な
、
種
族
民
な
ど
を
下
人
的
労
働
力
と
し
て
用
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
ハ
ピ
ー
ブ
は
、
直
営
地
経
営
に
お

い
て
一
般
農
民
を
農
地
に
お
い
て
農
奴
的
な
無
償
労
働
に
従
事
さ
せ
て
い
た
可
能
性
は
少
な
い
と
し
て
い
る
が
、
小
谷
注
之
は
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

で
そ
の
よ
う
な
例
を
見
い
出
し
て
お
り
、
当
該
地
方
で
の
こ
れ
ら
の
点
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
。

①
　
ω
留
搾
留
冒
。
》
ミ
■
噛
唱
●
一
ω
c
。
．
た
だ
し
、
彼
も
唱
■
ド
㎝
O
で
は
「
繁
栄
し
た
耕

　
作
者
」
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。

②
　
国
抑
ま
簡
へ
も
9
℃
℃
・
謹
α
も
A
Φ
・
松
井
透
、
第
二
論
文
を
参
照
せ
よ
。

③
局
量
罎
ミ
ー
＆
℃
や
漣
9

④
娼
。
冨
p
o
昼
や
窃
．

⑥
き
ミ
‘
℃
。
峯

⑥
き
ミ
ご
℃
や
麟
1
δ
。

⑦
　
先
に
言
及
し
た
皇
帝
が
あ
る
商
人
に
ア
イ
の
独
占
的
販
売
権
を
請
負
わ
せ
た
事

件
の
際
に
、
な
ぜ
皇
帝
自
身
が
直
接
ア
イ
を
独
占
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と

の
理
由
と
し
て
、
も
し
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
　
「
栽
培
者
た
ち
は
自
分
の
土
地

を
耕
す
に
も
、
そ
の
間
、
食
べ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
ょ
う
。
そ
こ

で
多
く
の
者
が
仕
方
な
く
故
郷
を
す
て
て
ど
こ
か
よ
そ
へ
逃
げ
散
っ
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
」
（
松
井
訳
）
と
い
う
こ
と
を
英
商
館
員
が
あ
げ
て
い
る
。
事
実
こ
の
階
に

は
、
　
「
一
般
に
思
い
き
っ
て
そ
そ
っ
か
し
や
の
人
々
な
の
で
、
ア
イ
栽
培
者
た
ち

の
中
に
は
も
う
、
ア
イ
を
根
こ
ぎ
に
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
多
い
の
で
す
。
」
（
松

井
訳
）
と
報
皆
さ
れ
て
い
る
（
鵜
即
嵐
a
令
隔
⑨
や
ゴ
国
庫
賊
q
魎
O
l
鮎
晒
や
ω
b
⊃
9
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松
井
透
、
第
二
論
文
、
四
三
、
四
五
頁
）
。
　
こ
の
よ
う
な
ア
イ
栽
培
者
の
多
く
は

　
お
そ
ら
く
一
般
小
農
民
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
思
い
ぎ
っ
て
ア
イ
を
根
こ
ぎ

　
に
し
た
農
民
の
姿
勢
に
は
積
極
的
な
経
多
多
の
側
面
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
　
一
六
四
四
年
に
も
、
　
二
年
続
き
の
ア
イ
の
安
値
と
、
　
「
非
常
に
重
い
課

　
税
の
下
で
こ
れ
で
は
と
て
も
や
っ
て
ゆ
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
原
因
と
な
つ

　
て
」
（
松
井
訳
）
ア
イ
の
播
種
量
が
減
少
し
た
と
い
わ
れ
る
（
国
押
ま
鳶
－
へ
卸
℃
・

　
b
。
O
b
。
。
松
井
透
、
第
二
論
文
、
五
〇
頁
）
。

⑧
男
9
ω
p
o
昼
℃
■
H
8

⑨
出
p
ぼ
σ
讐
．
勺
。
富
暮
ご
簿
δ
ω
o
｛
O
曽
讐
峠
巴
冨
餓
。
U
①
く
Φ
ざ
℃
ヨ
。
算
冒
葺
Φ

　
弱
8
旨
。
菖
《
o
楠
寓
賃
σ
q
げ
巴
ぎ
巳
騨
．
り
塑
・
・
Q
ミ
遷
顎
翼
9
く
ω
〇
二
㊦
ω
讐
く
。
一
■
圃
目
層
翼
9

　
。
。
（
○
匡
o
Q
o
瓢
①
・
。
属
ρ
嵩
Y
≦
一
昌
け
賃
お
謡
触
閉
①
≦
U
o
穿
押
℃
℃
．
b
。
O
占
ド
（
以

　
下
、
℃
o
げ
§
証
p
犀
δ
ω
と
略
記
）

⑩
り
①
『
器
昼
や
同
ω
．

⑪
円
担
署
誌
8
噛
海
8
’

⑫
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
の
叙
述
（
℃
」
O
）
よ
り
、
一
ビ
…
ガ
（
彼
の
場
合
約
＝
ハ
ア
ー

　
ル
）
の
土
地
か
ら
収
護
し
た
ア
イ
の
木
を
浸
水
槽
に
入
れ
、
次
い
で
鼠
舞
槽
に
移

　
し
て
、
一
糟
あ
た
り
一
二
～
二
〇
セ
ル
（
き
。
。
霞
1
一
μ
ヨ
p
昌
）
の
ア
イ
染
料
を
得

　
る
と
み
て
、
本
文
中
の
ビ
ー
が
当
り
生
産
量
を
算
出
し
た
（
ペ
ル
サ
ー
ル
ト
の
ビ

　
ー
ガ
に
つ
い
て
は
、
鵠
騨
玄
げ
、
抵
恥
ミ
適
§
四
留
無
§
斜
℃
℃
辱
ω
0
も
。
…
ら
。
窃
蔭
を
参
照
せ
よ
）
。

⑬
『
ア
ー
イ
ー
ネ
・
ア
ク
パ
リ
ー
』
に
よ
れ
ば
、
一
ビ
ー
が
当
り
の
ア
イ
（
染
料
P
）

　
の
産
額
は
一
五
八
ダ
ー
ム
一
九
ジ
ッ
タ
ル
（
一
ル
ピ
ー
左
四
〇
ダ
ー
ム
、
一
ダ
ー

　
ム
ー
ー
二
〇
ジ
ッ
タ
ル
）
で
、
こ
れ
は
約
四
ル
ピ
ー
で
あ
る
。
ま
た
ア
イ
染
料
の
価

　
格
は
一
マ
ソ
当
り
一
〇
～
一
六
ル
ピ
ー
で
あ
る
。
以
上
か
ら
本
文
の
ビ
ー
が
当
り

　
生
産
額
を
推
定
し
た
（
凶
、
§
乱
這
ぎ
ミ
到
く
O
H
目
”
℃
℃
■
ω
①
ρ
耐
蝕
”
け
H
・
く
O
一
・

　
H
押
℃
ワ
お
伊
お
賢
H
紹
．
な
お
、
津
。
魯
臼
雪
昌
は
一
〇
～
＝
一
ル
ピ
ー
と
読
ん

　
で
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ハ
ビ
ー
プ
に
従
っ
て
一
〇
～
一
六
ル
ピ
ー
と
み
な
し
た
）
。

⑭
小
谷
注
置
「
ム
ガ
ル
期
イ
ン
ド
に
お
け
る
在
地
領
主
一
画
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
地

　
方
の
デ
サ
ー
イ
ー
に
つ
い
て
の
考
察
i
」
　
（
東
京
都
立
大
学
『
人
文
学
報
』
第

　
九
七
号
、
一
九
七
四
年
、
一
一
五
一
頁
を
参
照
。

⑬
国
騨
三
ρ
蜀
9
自
¢
p
ぎ
δ
ω
”
℃
や
這
も
ド
農
奴
的
賦
役
労
働
に
対
す
る
否
定

　
月
闘
な
見
…
解
は
、
　
膝
ρ
竃
σ
摯
』
偽
ミ
註
騎
§
ど
絵
ミ
リ
y
や
届
O
を
参
照
。
デ
サ
ー
イ
ー

　
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
小
谷
注
之
、
前
掲
論
文
参
照
。
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四
　
市
　
場
　
構
　
造

本
章
で
は
、
ア
イ
生
産
農
民
と
市
場
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
ま
ず
、
各
村
の
農
民
が
自
ら
ア
イ
製
品
を
中
心
的
市
区
町
（
表
1
の
五
黄
）
へ
運
送
し
て
商
人
た
ち
に
売
り
捌
く
と
い
う
例
は
、
当
時
の
史
料

に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。
た
だ
、
一
六
五
五
年
か
ら
五
六
年
に
か
け
て
、
こ
の
地
方
の
ア
イ
価
格
が
暴
落
し
た
の
で
、
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
の
商
人
た

ち
が
大
量
の
ア
イ
を
直
接
ス
ー
ラ
ト
港
ま
で
送
っ
た
時
に
、
栽
培
者
た
ち
自
身
も
若
干
の
ア
イ
を
同
憂
ま
で
売
り
に
行
く
と
い
う
冒
険
を
試
み

　
　
　
　
①

て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
に
要
す
る
経
費
な
ど
の
点
か
ら
み
て
、
比
較
的
富
裕
な
農
民
の
行
為
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。



一七世紀北インドにおけるアイの生産と流通（長島）

　
従
っ
て
、
む
し
ろ
商
人
が
農
家
の
庭
先
ま
で
買
い
に
行
く
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
農
村
内
部
へ
ま
で
買
い
に
行
く
と
い
う
ケ
ー
ス
が
一

般
的
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
地
方
へ
は
、
従
来
か
ら
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
や
「
モ
グ
ル
人
」
と
呼
称
さ
れ
る
商
人
一
お
そ
ら
く
中
央
ア
ジ
ア
や
イ
ラ
ン
方
面
出
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　
②

非
イ
ン
ド
人
ム
ス
リ
ム
ー
が
買
付
け
に
や
っ
て
き
て
い
た
が
、
少
な
く
と
も
前
者
は
し
ば
し
ば
、
既
述
の
よ
う
に
、
各
村
を
め
ぐ
り
つ
つ
、

前
貸
金
を
与
え
ず
に
、
小
量
ず
つ
買
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
人
や
イ
ギ
リ
ス
人
も
市
揚
町
の
商
人
か
ら
買
付
け
る
一
方
、
条
件
が
あ

れ
ば
農
村
内
部
へ
は
い
り
こ
み
、
前
貸
金
で
束
縛
し
て
、
あ
る
い
は
前
貸
金
な
し
で
買
付
け
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
若
干

　
　
　
　
　
③

の
例
を
示
し
た
。

　
し
か
し
、
農
村
で
の
買
付
け
に
も
つ
と
も
活
躍
し
た
の
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
中
心
と
な
る
市
場
町
に
長
年
在
住
し
て
前
貸
金
に
よ
っ

て
農
民
の
ア
イ
を
独
占
的
に
買
占
め
よ
う
と
す
る
「
資
産
の
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
や
ム
ス
リ
ム
の
商
人
た
ち
」
で
あ
っ
た
。
特
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

商
人
は
「
口
論
と
甘
言
で
農
民
た
ち
を
説
き
伏
せ
て
、
自
分
た
ち
に
甘
い
秤
量
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
」
他
の
誰
よ
り
も
利
益
を
得
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
買
わ
れ
た
ア
イ
が
、
そ
の
商
人
た
ち
の
居
住
す
る
市
場
町
へ
運
ば
れ
、
ア
ー
グ
ラ
か
ら
や
っ
て
来
た
オ
ラ
ン
ダ
人
や
イ
ギ
リ

ス
人
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
商
人
に
対
し
て
売
ら
れ
た
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
商
人
や
ム
ス
リ
ム
商
入
は
上
級
市
場
商
人
と
農
民
と

の
中
間
に
介
在
す
る
仲
買
商
人
的
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
彼
ら
の
下
に
、
彼
ら
の
代
理
人
又
は
末
端
買
付
け
人
が
い
て

農
民
か
ら
の
買
付
け
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
商
人
や
ム
ス
リ
ム
商
人
の
影
響
下
に
あ
る
村
々
が
、
表
1
に
お
け
る
各
中
心
地
（
市
場
町
）
の
下
に
グ
ル
ー

プ
分
け
さ
れ
て
い
る
村
々
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
各
々
の
グ
ル
ー
プ
は
、
少
な
く
と
も
ア
イ
商
品
に
関
し
て
の
市
場
圏
で
あ
っ
た
と

み
な
す
事
が
で
き
る
。
各
市
場
圏
の
範
囲
は
、
バ
ヤ
ー
ナ
を
中
心
と
す
る
も
の
が
直
線
距
離
で
半
径
約
三
六
㎞
、
本
藍
ヌ
ア
の
場
合
は
一
四
㎞
、

パ
サ
ー
ワ
ル
と
ヒ
ン
ダ
ゥ
ン
で
は
そ
れ
ぞ
れ
二
四
㎞
で
あ
っ
た
。

　
や
や
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
地
理
的
距
離
あ
る
い
は
直
線
距
離
か
ら
見
て
、
ニ
ベ
ラ
、
ク
ル
カ
、
ク
ン
デ
ル
、
ピ
チ
ュ
ナ
、
ウ
ヅ
チ
ェ
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ソ
な
ど
は
バ
ヤ
ー
ナ
よ
り
む
し
ろ
カ
ー
ヌ
ア
に
近
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
ヤ
ー
ナ
市
場
圏
に
所
属
し
て
い
る
。
ま
た
ナ
ー
ド
バ
イ
も
、
バ

サ
ー
ワ
ル
の
方
に
近
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
バ
ヤ
ー
ナ
に
所
属
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
バ
ヤ
ー
ナ
と
い
う
ア
イ
の
大
市
場
の
有
す
る
吸
引
力

の
強
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
単
な
る
「
小
さ
な
田
舎
町
」
で
あ
る
カ
ー
ヌ
ア
と
バ
ヤ
ー
ナ
の
差
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
五
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち

中
心
地
で
は
、
ア
イ
染
料
の
出
荷
期
に
市
（
旨
霧
犀
Φ
け
）
が
開
か
れ
た
と
み
て
よ
い
が
、
既
に
み
た
よ
う
に
バ
ヤ
ー
ナ
で
は
「
市
が
他
所
よ
り
ず

っ
と
遅
れ
て
開
か
れ
」
た
。
こ
こ
で
の
ア
イ
相
場
は
カ
ー
ヌ
ア
な
ど
の
そ
れ
よ
り
高
値
で
あ
っ
た
が
、
ナ
ー
ド
バ
イ
な
ど
の
遠
方
か
ら
も
た
ら

さ
れ
た
ア
イ
も
、
こ
の
高
い
相
場
か
ら
好
影
響
を
う
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
各
市
場
町
聞
の
間
隔
は
直
線
距
離
で
ほ
ぼ
斉
一
的
に
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

三
〇
㎞
で
あ
る
。
こ
れ
は
牛
車
（
一
院
四
〇
樋
）
で
約
一
〇
時
問
行
程
で
あ
り
、
殆
ど
の
ア
イ
村
と
市
場
町
と
の
距
離
は
こ
れ
以
下
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
以
上
に
み
た
市
場
町
は
、
一
九
世
紀
北
イ
ン
ド
の
中
央
部
に
お
い
て
各
県
に
い
く
つ
か
ず
つ
存
在
し
た
第
一
次
集
荷
市
場
に
相
当
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
、
G
・
W
・
ス
キ
ナ
ー
の
標
準
市
場
町
・
中
間
粛
場
町
・
中
心
市
場
町
・
地
方
都
市
・
地
域
都
市
と
い
う
分
類
に
あ
て
は

め
れ
ば
、
市
場
圏
の
大
き
さ
、
市
場
町
の
機
能
な
ど
か
ら
見
て
、
明
ら
か
に
標
準
市
場
町
を
超
越
し
た
段
階
の
も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
の
中
問

市
場
町
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
　
「
農
民
の
訪
市
は
む
し
ろ
例
外
で
あ
り
、
交
易
も
金
融
も
サ
ー
ビ
ス
も
娯
楽
も
、
い
ず
れ
も
農
民
の
日
常
の
消

費
・
需
要
を
超
え
、
郷
倉
の
消
費
・
需
要
や
『
中
間
帯
場
町
』
に
拠
点
を
置
く
仲
介
商
人
の
卸
売
－
小
売
機
能
、
彼
ら
に
よ
る
物
資
の
垂
直
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

な
集
散
流
動
に
、
よ
り
直
接
に
関
連
し
て
い
る
」
と
さ
れ
た
が
、
パ
ヤ
ー
ナ
な
ど
の
市
場
町
も
、
こ
の
中
間
市
場
町
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
よ

り
上
位
の
中
心
市
場
町
と
し
て
の
性
格
を
強
く
有
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
国
の
郷
紳
と
イ
ン
ド
の
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー
ル
の
性
格
を
同
一
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
当
暁
の
イ
ン
ド
に
あ
っ
て
郷
紳

的
位
置
に
あ
っ
た
の
が
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー
ル
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。
そ
し
て
郡
（
勺
霞
σ
q
霞
ρ
）
は
、
部
族
的
紐
帯
の
強
い
地
域
で
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
「
朱
分
裂
の
一
部
族
の
所
持
す
る
領
域
」
に
比
定
し
う
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
支
配
部
族
の
長
と
も
訴
え
る
の
が
ザ
ミ

ー
ン
ダ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
で
は
、
複
数
の
カ
ー
ス
ト
（
ジ
ャ
ー
テ
ィ
）
が
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー
ル
を
出
し
て
い
る
郡
も
多
く
部
族
的

一
体
性
は
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
と
み
う
け
ら
れ
る
が
、
以
上
か
ら
み
て
郡
は
単
な
る
政
府
に
よ
る
行
政
区
分
で
は
な
く
、
在
地
の
何
ら
か
の
政
治
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表2 バヤーナ圏（Bianah　Circle）（1595－1596年）

パルガナ（郡）

　　Pargana

Oudehi

Bianah及びその
周辺（2Mahals）
Bhusawar

Todah　Bhim
I〈hanwah

Sonkar　Sonlcri

Fatehpur

Wazirpur
王王indaun

I｛ilalc

小
　
↓i蓼
ロ

Ud
Ol

Banawar
Bari

Bijwarah

Bhasl〈ar

Chausath
Rt－tpri

Rajhohar
MathuriL

Maholi
Mangotlah

舎
　
・曇

　　　耕地顧積（A）

Bighas，　Biswas

（20　BiswasF　1　Blgha）

274，e67

235，442

303，5e9－9

264，103－11

105，334

90，599

202，723－18

71，328

432，930

137　，421　．

2，117，457－18

203，505

153，377－9

12，880

276，964

663，236

43，009

97，434

477，201－11

318，285

37，347

66，69e

74，974

4，542，360－7

　　課税額（B）

Naqdl　（Dams）

（40　D．＝＝1　Rupee）

2，884，365

7，110，104

5，505，460

3，737，075

2，912，495

　985，7eO

8，494，eO5

2，009，255

9，049，831

2，789，494

45，477，784

　1，003，848

5，509，477

　　155，360

5，064，158

10，966，560

2，891，100

4，182，048

13，508，035

　1，694，203

　1，155，807

　L501，246

　1，148，075

94，257，701

BIA

10．5

30．2

18．1

14．1

27．7

1e．9

41．9

20．9

28．2

20．3

平均21．5

4．9

35．9

12．1

18．3

16．5

67．2

42．9

28．3

5．3

30．9

22．5

15．3

平均20．8

給　与　地
（ジやWhギール）

　SuyurgliiLl
　　（D．ams）

78，165

562，205

255，460

13，361

222，628

　7，822

59Z346

　9，255

301，980

30，531

36，870

8L542

57，414

15，325

674，315

173，4e7

48，023

69，770

79，355

　　　ザミ・・一ソダーール

Zamindar（又はBttmi）

Rajpttt，　Brahrnan，その他

Ahir，　Jat

種々のカーストのRajp就
Rajpitt，　Thatthar

Rajpat，　Jat

Riijp昼t，　Chauh乱n

Shaikhzadah，　Chishti，

Rajpttt，　Sankarwal
RajpUt

Rajptit，　Brahman，　Jat

種々のカーストのRajpitt

Shaikhzadah

Rajpgt．　Brahman
Bargujar

Rajpat，　Panwar

　　　　　　一　一　一

Rajptit，　Brahman，　Ahir

Rajpitt，　Bra－hman，　JtJtt，　Ahir

Chaul癒n，　RiLwat　Bahanの子孫
Rajpttt

　　　　　　●　，　幽

Rajptit

Rajpttt

騎兵

Saw乱r

30

50

JrO

100

10e

70

500

20

100

20

　100

　100

　　30

　3eo

1，rooo

　　20

　　50

　200

　　20

　一　一　一

　　30

　　20

歩兵

1’iyada

　500

1，000

1，500

1，000

1，000

　500

4，00e

　300

1，000

　500

　500

1，000

　40e

zooo
s，ooe

　700

1，000

4，000

　300

　500

　400

（出典）：Ab爵一l　Fa訓，　A’iot－i　Ahbar・i，　voL工pp．356，442－444．　tr．　vo1．　II，　pp．103，193－194，

（ゆ

艪
艨
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的
・
社
会
的
な
　
体
性
に
基
礎
を
持
つ
区
分
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
以
上
の
観
点
か
ら
表
1
と
表
2
（
そ
こ
で
は
徴
税
区
（
玉
響
9
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ア
…
グ
ラ
や
バ
ヤ
ー
ナ
の
場
合
二
徴
税
区
と
さ
れ
る

な
ど
、
徴
税
区
は
必
ず
し
も
地
理
的
区
分
を
意
味
し
な
い
が
、
通
常
は
地
理
的
区
分
で
あ
る
郡
と
一
致
す
る
）
を
対
比
さ
せ
て
み
る
と
、
　
次
の
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
ず
、
す
で
に
第
一
章
で
ふ
れ
て
お
い
た
如
く
、
五
市
場
圏
の
中
心
の
市
場
町
は
い
ず
れ
も
各
郡
の
中
心
の
い
わ
ば
郡
庁
所
在
地
と
も

い
う
べ
き
町
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
郡
と
市
場
圏
と
の
一
定
の
対
応
関
係
が
み
ら
れ
る
。
政
治
の
中
心
と
経
済
の
中
心
と
が
一
致
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
同
時
に
、
バ
ヤ
ー
ナ
市
場
圏
に
所
属
す
る
ヘ
ラ
ク
は
ヘ
ラ
ク
郡
の
中
心
で
あ
り
、
ナ
ー
ド
バ
イ
も
そ
の
位
置
か
ら
み
て
、
お
そ
ら
く

バ
ヤ
ー
ナ
郡
に
所
属
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
バ
サ
ー
ワ
ル
帯
塵
事
の
う
ち
、
ソ
ソ
ケ
ル
と
ソ
ン
ク
リ
は
ソ
ソ
ケ
ル
・
ソ
ン
ク
リ
郡
の

中
心
で
あ
り
、
カ
ー
ヌ
ア
市
場
圏
の
う
ち
フ
ァ
テ
プ
ル
は
同
名
を
冠
す
る
郡
の
中
心
で
あ
り
、
ヒ
ン
ダ
ゥ
ン
市
場
圏
の
う
ち
ワ
ズ
ィ
ー
ル
プ
ル

も
ま
た
同
名
を
冠
す
る
郡
の
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
フ
ィ
ソ
チ
に
よ
っ
て
バ
ヤ
ー
ナ
に
匹
敵
す
る
立
派
な
町
と
さ
れ
た
ウ
ッ
チ
ェ
ン
も
、
ジ

ャ
ド
ナ
ー
ト
・
サ
ル
カ
ー
ル
の
示
唆
す
る
よ
う
に
○
＆
①
三
（
即
ち
ウ
ッ
チ
ェ
ン
）
郡
の
中
心
で
あ
っ
た
可
能
性
が
濃
い
。
そ
れ
ら
は
地
図
至
の

郡
の
境
界
か
ら
も
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
郡
名
に
は
ま
だ
比
定
し
難
い
も
の
が
多
く
、
以
上
の
他
に
も
市
場
町
の
所
属
す
る
郡
と
は

異
な
る
郡
に
所
属
す
る
村
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
以
上
の
検
討
だ
け
で
も
、
こ
れ
ら
の
市
場
圏
は
当
時
の
郡
と
は
必
ず
し
も
一
致
せ

ず
、
む
し
ろ
二
郡
あ
る
い
は
数
郡
に
ま
た
が
る
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
ア
イ
の
市
場
圏
は
郡
の
境
域
を
越
え

て
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
各
郡
の
中
に
は
、
（
少
な
く
と
も
ア
イ
に
関
し
て
は
）
そ
の
郡
の
中
心
地
と
同
一
の
市
場
圏
に
属
さ
な
い

村
々
も
当
然
多
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
ー
グ
ラ
か
ら
バ
ヤ
ー
ナ
を
へ
て
ア
フ
マ
ダ
ー
バ
ー
ド
、
ス
ー
ラ
ト
へ
至
る
街
道
の
南
東
側

の
村
々
の
多
く
は
ア
イ
を
産
し
な
い
た
め
、
生
産
・
出
荷
面
に
関
す
る
限
り
、
当
然
各
ア
イ
市
場
圏
に
所
属
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
な
お
、
平
時
の
ア
…
グ
ラ
州
の
各
郡
の
平
均
村
数
は
お
そ
ら
く
百
数
十
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
、
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
で
も
そ
れ
を
大
き
く
下
ま

わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
ペ
ル
サ
！
ル
ト
の
挙
げ
る
各
市
丁
令
の
村
名
は
各
市
場
圏
内
に
立
地
す
る
全
村
名
で
は
な
く
、

60　（556）



一七世紀北インドにおけるアイの生産と流通（長島）

そ
の
ご
く
一
部
分
に
す
ぎ
ず
、
特
に
ア
イ
生
産
で
知
ら
れ
た
村
名
の
み
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
最
後
に
、
パ
ヤ
ー
ナ
地
方
の
商
業
用
ア
イ
の
作
付
面
積
と
生
産
高
が
当
該
地
方
の
諸
郡
の
総
耕
地
面
積
と
総
生
産
高
に
占
め
る
比
重
に
つ
い

て
、
ご
く
大
雑
把
な
推
定
を
行
な
っ
て
お
き
た
い
。

　
イ
ギ
リ
ス
人
や
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
る
買
付
け
の
さ
か
ん
だ
っ
た
時
期
の
こ
の
地
方
の
商
業
用
ア
イ
の
総
生
産
高
を
、
主
に
ペ
ル
サ
…
ル
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

依
拠
し
て
モ
ア
ラ
ン
ド
は
三
、
○
○
○
～
四
、
○
○
○
梱
と
推
定
し
、
ハ
ビ
ー
プ
も
四
、
○
○
○
梱
と
し
て
い
る
。

　
先
に
示
し
た
数
種
の
ビ
ー
が
当
り
生
産
量
の
推
定
の
う
ち
、
今
度
は
作
付
面
積
推
定
が
過
少
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
一
九
世
紀
ウ
ッ

タ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
州
の
そ
れ
一
○
・
二
〇
マ
ン
ー
を
基
準
と
す
れ
ば
、
四
、
0
0
0
梱
の
ア
イ
染
料
を
生
産
す
る
た
め
の
ア
イ
の
作
付
面

積
は
八
重
ビ
ー
ガ
と
な
る
。
他
方
、
各
ア
イ
生
産
村
の
所
属
す
る
郡
は
少
な
く
と
も
表
2
中
の
オ
デ
ヒ
（
ウ
ッ
チ
ニ
ソ
）
か
ら
ヘ
ラ
ク
ま
で
の
一

〇
郡
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
の
総
耕
地
面
積
は
二
、
一
一
七
、
四
五
八
ビ
ー
ガ
と
な
る
。
従
っ
て
、
先
の
八
景
ビ
ー
ガ
は
こ
の
総
耕
地

面
積
の
約
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

　
第
二
に
、
表
2
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
『
ア
ー
イ
ー
ネ
・
ア
ク
パ
リ
ー
』
の
書
か
れ
た
～
六
世
紀
末
に
お
け
る
同
地
方
の
ア
イ
染
料
の
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
、
同
書
に
依
れ
ば
一
マ
ン
当
り
一
〇
～
一
六
ル
ピ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
を
基
準
と
す
れ
ば
、
四
、
○
○
○
梱
で
は
一
六
〇
、
○
○
○
～
一
九

二
、
○
○
○
ル
ピ
ー
の
総
収
入
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
当
時
の
政
府
へ
の
地
税
額
は
普
通
農
業
総
生
産
の
三
分
遅
一
な
い
し
二
分
の
一
と
さ
れ

る
が
、
仮
に
上
限
を
と
っ
て
二
分
の
一
と
す
れ
ば
、
同
時
期
の
同
地
方
の
税
額
（
四
五
、
四
七
七
、
七
八
四
グ
ー
ム
。
四
〇
ダ
ー
ム
ー
1
一
ル
ピ
ー
）
の

工
倍
が
総
生
産
額
と
な
る
。
す
る
と
先
述
の
ア
イ
染
料
の
総
生
産
額
は
農
業
総
生
産
額
の
七
・
○
％
～
一
一
・
三
％
と
な
る
。

　
以
上
に
よ
り
、
商
業
用
ア
イ
は
作
付
面
積
に
お
い
て
ア
イ
生
産
御
里
の
総
耕
地
面
積
の
四
％
、
ア
イ
生
産
に
よ
る
収
入
は
総
生
産
額
の
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

％
を
上
限
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
　
＝
ハ
世
紀
末
の
時
点
に
お
け
る
ア
イ
の
ビ
ー
が
当
り
の
価
格
は
、
穀
物
類
の
三
～
四
倍
で
あ
っ
た
の
で
、

ア
イ
に
よ
る
収
入
の
占
め
る
比
率
が
、
作
付
面
積
の
占
め
る
比
率
よ
り
大
き
く
な
る
こ
と
は
当
然
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
以
上
の
推
定
の
根
拠
に
は
例
え
ば
表
1
の
ビ
ー
が
当
り
税
額
が
郡
ご
と
に
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
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の
未
確
定
な
要
素
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
の
推
定
数
値
そ
の
も
の
に
は
必
ず
し
も
大
き
な
信
頼
度
は
お
け
な
い
が
、
全
体
と
し
て
過
少
評
価
の
お

そ
れ
は
少
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
以
上
か
ら
、
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
の
諸
郡
全
体
の
農
業
生
産
の
中
で
ア
イ
生
産
の
占
め
る
比
率

は
や
は
り
必
ず
し
も
大
き
く
な
く
て
、
穀
物
類
な
ど
の
占
め
る
比
率
が
大
き
か
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
同
時
に
、
こ
の
ア
イ
生
産
の
占
め
る
低
い
比
率
は
、
表
1
に
挙
げ
ら
れ
た
町
村
数
が
こ
れ
ら
の
郡
内
の
全
村
数
に
対
し
て
占
め
る

比
率
の
低
さ
と
も
対
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
表
1
の
諸
町
村
以
外
の
村
も
先
述
の
四
、
○
○
○
梱
の
ア
イ
の
生
産
に
寄
与
し

て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
も
し
表
1
の
諸
訳
村
に
商
業
用
の
ア
イ
の
生
産
が
圧
倒
的
に
集
客
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の

町
村
自
体
の
農
業
に
お
け
る
ア
イ
生
産
の
占
め
る
比
重
は
や
は
り
か
な
り
重
か
っ
た
と
雷
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
七
世
紀
を
通
じ
て
農
産

物
価
格
は
全
般
的
に
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
の
本
格
的
進
出
に
よ
る
ア
イ
の
買
付
け
競
争
の
中
で
、

ア
イ
価
格
の
上
昇
傾
向
は
他
の
農
産
物
の
そ
れ
よ
り
相
対
的
に
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
結
果
ア
イ
生
産
に
よ
る
収
入
が
全
農
業
生
産
の

そ
れ
に
占
め
る
比
重
の
増
大
を
み
た
こ
と
も
確
実
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
ア
イ
生
産
町
村
で
、
農
民
が
穀
物
生
産
を
犠
牲
に
し
て
、
自
家
消
費
の
た
め
の
穀
物
を
購
入
し
て
ま
で
ア
イ
生
産
に
集
中

し
て
い
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
明
ら
か
で
な
い
。
お
そ
ら
く
商
人
や
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー
ル
に
よ
る
農
業
労
働
者
を
用
い
て
の
ア
イ
生
産
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

合
以
外
に
は
、
穀
物
の
購
入
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
本
稿
で
み
た
市
場
圏
も
農
村
の
生
産
物
を
都
市
へ
運
送
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
下
の
段
階
の
週
市
を
媒
介
に
し
て
の
農
規
格
互
間
の
商
品
交
換
の
存
在
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

①
　
国
拶
録
雛
1
8
℃
や
＆
．

②
　
℃
o
『
器
詳
．
勺
や
　
日
9
磁
凸
。
略
．
郡
司
楓
ミ
や
ト
。
ト
や
お
q
旧
ご
ま
恥
N
劇
ト
℃
や

　
お
潟
1
お
G
翔
…
k
ミ
や
a
’
℃
や
G
。
O
ω
る
O
冷
㎏
ミ
？
魅
ρ
や
＝
P

③
他
に
例
え
ば
、
一
六
二
八
年
三
月
に
、
英
東
イ
ン
ド
会
社
の
ア
ー
グ
ラ
商
館
員

　
た
ち
が
、
　
「
村
人
や
バ
ヤ
ー
ナ
の
商
人
た
ち
へ
前
貸
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
欲
し

　
い
」
と
上
官
へ
訴
え
て
い
る
（
図
閃
辱
ま
N
へ
I
N
や
や
．
b
o
蒔
①
）
。
ま
た
、
　
コ
ハ
四
七
年

　
に
は
、
七
月
中
旬
ま
で
ニ
ケ
月
近
く
一
英
商
館
員
が
バ
ヤ
…
ナ
地
方
に
滞
在
し
て

　
い
た
が
、
こ
れ
も
前
貸
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
国
男
噂
械
ミ
q
I
団
全
や
謀
O
）
。

④
　
歌
出
。
・
器
昏
殉
職
や
嵩
ム
メ

⑥
。
h
9
8
翠
霞
鼠
2
押
℃
や
諺
…
刈
。
。
．
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一七世紀北インドにおけるアイの生産と流通（長島）

⑥
松
井
透
『
北
イ
ン
ド
農
産
物
価
格
の
史
的
研
究
』
1
、
一
九
七
七
年
、
八
五
－
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〇
四
頁
参
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市
場
・
社
会
滑
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四
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斯
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・
ウ
ィ
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・
ス
キ
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、
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申
鴎
農
村

　
裁
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に
お
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る
市
場
・
社
会
構
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扁
、
『
東
洋
学
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』
第
四
十
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第
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碧
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一

　
九
六
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四
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の
引
用
に
依
っ
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。
奪
ミ
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噛
℃
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一
①
卜
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参
照
せ
よ
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お
　
わ
　
り
　
に

⑩
　
一
七
世
紀
後
半
ア
ウ
ラ
ン
グ
ゼ
ー
ブ
時
代
の
統
計
書
に
よ
る
ア
ー
グ
ラ
州
の
村

　
数
は
～
二
〇
、
　
一
八
○
（
出
9
げ
冒
層
転
恥
ミ
嵩
犠
蕊
留
恥
誉
｝
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野
℃
。
ε
σ
　
他
方
、
　
一
六
世

　
紀
末
の
ア
ー
グ
ラ
州
の
郡
数
は
、
『
ア
ー
イ
ー
ネ
・
ア
ク
パ
リ
ー
』
に
よ
れ
ば
二
〇

　
三
。
従
っ
て
　
郡
隣
り
の
村
数
は
一
四
九
と
な
る
。
但
し
、
徴
税
句
数
は
二
五
九

　
と
あ
り
、
一
徴
税
区
当
り
二
六
村
と
な
る
（
凶
、
罫
嵐
鼠
ぎ
ミ
鮮
く
o
H
■
H
陶
℃
℃
．

　
瞳
卜
。
ム
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伊
梓
『
・
く
。
ピ
H
目
嘲
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・
お
ω
1
卜
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8
）
。
　
一
七
世
紀
中
の
村
童
増
加
も
考
慮
に

　
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
以
上
に
よ
ウ
大
体
の
概
念
は
得
ら
れ
よ
う
。

＠
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本
稿
で
は
、
一
七
世
紀
北
イ
ン
ド
に
お
け
る
代
表
的
な
商
業
的
農
業
で
あ
る
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
の
ア
イ
生
産
に
つ
い
て
、
以
下
の
諸
点
を
明
ら

か
に
し
た
。
即
ち
、
そ
の
生
産
地
帯
が
当
時
の
大
街
道
沿
い
に
あ
っ
た
た
め
、
内
陸
部
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
諸
外
国
の
商
人
を
ひ
き

つ
け
発
展
し
え
た
こ
と
。
そ
の
生
産
過
程
に
お
い
て
硬
水
の
井
戸
水
に
よ
る
灌
概
を
行
な
う
な
ど
、
他
の
作
物
に
は
あ
ま
り
適
さ
な
い
水
の
性

質
を
逆
に
上
手
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
。
又
、
井
戸
水
灌
概
、
除
草
作
業
、
染
料
分
の
溶
解
し
た
液
の
撹
絆
作
業
に
お
け
る
共
同
労
働
、
比
較

的
大
き
な
二
基
の
水
槽
の
使
用
な
ど
、
か
な
り
労
働
集
約
的
で
か
つ
あ
る
程
度
の
資
本
を
必
要
と
す
る
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
。
し
か
し
、
オ
ラ

ン
ダ
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
ら
の
ア
イ
の
買
付
け
競
争
の
中
で
、
生
産
老
の
中
に
は
富
裕
な
老
も
あ
ら
わ
れ
得
た
こ
と
。
ア
イ
経
営
に
従
事
し
た
商

人
の
中
に
は
お
そ
ら
く
数
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
作
付
け
し
て
い
た
者
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
。
ま
た
同
地
方
の
ア
イ
産
業
に
は
そ
れ
ぞ
れ
中
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心
に
市
場
町
を
持
つ
五
つ
の
中
頭
市
場
圏
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
各
々
は
郡
の
境
域
を
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
の
市
場
町

は
郡
の
中
心
で
も
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
ア
イ
生
産
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
町
村
の
経
済
に
占
め
る
比
率
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ

れ
ら
の
市
場
圏
が
所
属
す
る
諸
郡
全
体
の
経
済
に
占
め
る
比
率
は
あ
ま
り
大
き
く
な
く
、
や
は
り
穀
物
生
産
な
ど
の
占
め
る
比
率
の
方
が
大
き

か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
な
ど
。

　
以
上
に
検
討
し
た
バ
ヤ
ー
ナ
地
方
の
ア
イ
生
産
も
、
一
六
四
〇
年
代
末
頃
か
ら
西
イ
ン
ド
諸
島
に
ア
イ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
発
展
し
、

イ
ギ
リ
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
、
さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
よ
る
需
要
が
減
少
し
て
い
く
と
衰
退
の
傾
向
を
色
濃
く
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
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こ
の
時
期
に
は
西
ア
ジ
ア
方
面
を
経
由
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
輸
出
さ
れ
た
ア
イ
の
量
も
減
少
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
も
、
重
税
の
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②

と
で
、
ア
イ
価
格
が
二
年
つ
づ
き
で
暴
落
し
た
後
に
は
ア
イ
の
作
付
が
減
少
す
る
な
ど
、
衰
退
傾
向
が
み
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の

後
、
こ
の
地
域
よ
り
や
や
北
の
地
方
を
中
心
に
ジ
ャ
ー
ト
の
ザ
ミ
ー
ン
ダ
ー
ル
に
よ
る
ム
ガ
ル
帝
国
に
対
抗
し
て
の
領
域
拡
大
の
動
向
が
強
ま
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り
、
そ
し
て
一
八
世
紀
中
に
は
こ
の
地
域
も
ジ
ャ
ー
ト
の
王
国
た
る
バ
ー
ラ
ト
プ
ル
王
国
の
支
配
下
に
は
い
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
バ
ー
ラ

ト
プ
ル
王
国
の
も
と
で
の
こ
の
地
方
の
経
済
に
つ
い
て
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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The　Historical　Conditions　of　Enforcement　of耳yδs擁評制

　　　　　　　　Kohori郡in　the　So・Called　Pre・Taika大化Per玉od

MQtQkazu　Kamata

　　It　has　been　a　widely・．　held．opinion　’that　in　the　so－called　pre－Taika

period　the　local　administrative　system　consisted　．　of　the　two　institutions　：

Kuni．国dominated．by　Kuni一％o癬ッα魏ん。．国造and！19伽県．by　Agata－

n％shi県主．．But　there　is　another　opinion　insisting　that　as、eariy．．as　the

pre－Taika　period　another　local　administrative　institutiop　ca11ed　Kohori

developed　to　a　certain　degree．

　　The　aim　here　1s　to　consider　Kohori　in　the　pre－Tailea　period　and　to

clarify　the　historica！　condi．tions　Qf　enforcement．　Qf　Hyo－sei，　which　was，

as　stated　in　my　recent　articlei　．　wholly　done　under　the　reign　of　K6toku

孝徳＝．：To　begin　With，　I　make　it　clear‡hat，　using　the　frgits　of　the

studies　on　the　various　texts　Qf　Shollu－nihompgi続刊本紀，．the，　word　Agata－

no－inscfeai一ηρ一獅μ7＠OhotQmo県犬養連大場．魚the　artiqle：．d毎ted…on　Jμly

Jinshin壬辰iR燦e‡st　yealr．Qf翫魏。大宝was三n．faCt．　the　Word．Kohqri－

nρ一陣％時刻。・m郷ra］’i．．．（？hotQmρ郡犬養連学侶；and　that．．Kohori，出e　prefix

of．　this．．　word，・presumably．　stemmed　from　an　Q．rigipal，．text．．，w．　r．itten　be：

如τethe．．10th　yeari．・of：Tenma天．武．　It．　folloWs．　tkat　there．．．Was．the　Ko－

horirno－inu．kai・　clan　Rapaed　after．．　the　post　in　the　pre－Talha　period，　，　which

wQuld．subst．antiate　KQ．h．　qri．

．From　tkis　point．　of．view，　f　1・　argue　not　only・the　．detqils．，a．nd，　characters

of　Kohori，　but　tke　differences　and　resemblances　between　Ag／　ta　and

Kohori，　referr圭llg　to　the　Naniwa－gun難波郡，　a　case　ill　poillt．

Indigo　Production　and　Circulation　in　North　lndia

　　　　　　　　　　　during　the　17　th　Century

　　　　　　　A　Study　on　that　of　the　Bayana　Tract

Hiromu　Nagashima

Indian・　indjgo　had　a　very　important　role　．　in．．the．world　history，．・，being

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（674）



much　exported　to　Europe　in the　first　half　of　the　17th’　century　as　a

superior　dye　of　woollen　stuff．　The　existing　studies，　，　however，　have

had　some　lacunae　in　clarifying　the　conditions　of　its　production　and

circuiation．

　　In　this　paper，　taking　up　the　Bayana　tradt　where　the　best　indigo　was

produced，　1　tried　（1）　to　locate　the　indigo　producing　towns　and　villages

on’@a　map　and　to・find・　out　historical　geographical　reasons’　for　this　tra－

ct’s’　acquiring　a　promineut　positioR　in　indigo’production　of　’that　time；

（2）　to　enquire　into　the　physical　geographiCal　conditions　of　its　produ－

ction　and　to’compare　its　production　process　with　that　of　the　indigo

plantations　of　the’ @English　planters　in　lndia　in　the　19th　century　i・”（3）　’・to’

classify　the　types　of　its　management；　and　（4）　to　analize’itS　market’

sttttcture．

　　1　emPliasized’　the’f6110wing’　points：　the　BaYana　tract　was　along　・one・

of’ 狽?ｅ　trunk　toads　of　that　time；　the　process　of　indigo　production　in

that　tract・was　more　intensive　and　expensive　than　in　any　bther　indigo

producing　tractS　of　tliat　tinie；　even　some　sections　of’the　peasants　were

able　to　’become　ricli　in’indigo　prOduction；　in　the　Bayanana　tract　there

we’re　・five’　interMediate　tnarketing　areas，　each　of　which　’had　a　respeL．

ctive　intetmediate　market　town　；　’though　each　intermediate　market　town

Was　the　center　of　a　p’argaRa，　the　marketing　area　under　that　market

town’　was　wider　than　’tliat　pargana　area；　and　even　in・the　Bayana　’tract

（i．　e．，　a　group　bf　the　parganas　w“hich　c6vered　the’five　marketing’　areas）・，’

the　total　produdtion　of　indigo　seems　to　have　・beeri　mu6h　less　ini・’both

its　sown　area　aBd　the　income　from　its’cultivation　than’　that　of　fobd

grains　as　a　whole．

The　Lordship　in　the　Wiltshire　Manor　of　Adam　de　Stratton

by

Keizo　Asaji

　　Adam　de　Stratton，　olle　of　the　attorneys　of　lsabel　de　Fortibus，　was

granted．the．　mah6r＝of． reve嘘ampton，　Wiltshire，呈n　1273．　and．　h．dd　it

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（673）




